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京都体育学会第100回記念大会
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社会変化と体育・スポーツの科学的研究
松田岩男．

ResearchTrendsofPhysicalEducationandSportsSciencesinRelationtoSocialConditionsinJapan

IwaoMatsuda＊

京都体育学会第100回記念大会を心からお祝い申し

上げます。

まもなく1990年代に入ります。今日のような急激な

社会変化をみますと，1990年とそれに続く２１世紀には

もっと大きな変化が予測されます。あるいはわれわれ

の予測以上に急速に大きな変化がもたらされるのでは

ないかという感じもします。そのような変化を予測し，

また変化しつつある現代の社会の中で体育・スポーツ

に関する研究がどのようになければならないのだろう

か，これはわれわれの学会全体の大きな問題でもあり

ますが，日頃感じています事柄をお話し致しまして皆

様のご批判を仰ぎたいと思います。

しい経験であり，また新しい社会の出現であるとみら

れます。このような変化の中で，目ざましい経済発展

によって，世界における日本の位置も大きく変化し日

本の役割自体にも大きな変化が起っております。この

ようなことを背景としまして，これらの社会変化と体

育・スポーツの科学的な研究との関係などを考えてみ

たいと思います。

現在のこのような大きな変化は，体育・スポーツを

対象としているわれわれの立場からすると，それらは

大きな「光」を人間に与えていると同時に「影」もま

たそれに伴っていると言えます。心身の健康の低下，

体力の低下の傾向あるいは人間性の喪失の問題などは

このような「影」に相当する問題であり，大きな社会

問題になってきています。それだけに社会における体

育・スポーツの役割が大きくなってきていることはご

存じの通りですが，それに伴って体育・スポーツの科

学的な研究の必要性とか需要なども益々高まってくる

と言えると思います。

[文部省の対応］このような変化を予測して各省庁で

も２１世紀に向けてと言うことでいろいろな施策が検討

されてきているのですが，文部省においてもそれらの

変化の中でいくつかの大きなテーマが取上げられてき

ております。臨時教育審議会や中央教育審議会などい

ろいろありますが，私の直接関わりましたなかで，１．

教育課程の改善，２．社会体育指導者資格認定制度，

３．「２１世紀に向けたスポーツの振興方策について」

などがあげられます。

１は教育課程審議会の問題で，学習指導要領につい

1．社会変化と体育・スポーツ

今日のような，かっての人類が経験したことのない

スピードで社会が大きく変わっている原動力になって

いるのは言うまでもなく科学と科学技術の発展である

と思います。なかでもハイテクの発達が大きな原動力

となって，これからの社会あるいは，社会生活も大き

く変わっていくだろうと感ずるわけです。現在ソビエ

トで起こっている事，最近の東ドイツの問題あるいは

その前のポーランドの問題のような大きな政治的変化

やその情報が，日本国内の諸事件や情報と同じぐらい

のスピードで新聞やテレビで取上げられることを考え

ますと，情報化と国際化が急激に進展していることを

痛感させられます。

また勤労時間の短縮による余暇時間の増大および高

齢化社会の到来などの問題も人類が経験しなかった新

＊日本体育学会会長中京大学学長PresidentoftheJapaneseSocietyofPhysicalEducationPresidentofChukyoUniverSity
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なかなか学部の設置が学内で認められなかったという

事情があります。前から研究は行われていましたが，

社会的にはそのような位置を持っていなかった。当時

の「学部」についての考え方自体とも関係があります。

一つのまとまった学問領域として学部は成立するのだ

というようなことが強く言われまして，さんざん学内

での戦いが行われた時期があります。そういうところ

から何とか科学的研究を進めていかなければならない

という意欲もわいてきていた時期でありますが，そこ

でどのような方向がとられたかと考えてみますと，一

つはスポーツがその対象になってきているといえます。

この点も大きな特徴として見逃せないと思います。体

育という教育の場面よりもむしろスポーツという立場

で，そのスポーツの科学的な研究，それが体育の科学

的な研究であるというような考え方が支配的でありま

して，そちらの方の研究が多く見られるようになって

きました。

それからもう一つは医学的，生理学的な研究であり

ます。これはどちらかというと基礎的な研究の方にま

ず入っていく方向性を持っていたのではないか，運動

を対象にしてそれの医学的あるいは生理学的な研究が

活発に行われるようになりました。これはすでに生理

学なり医学なりの領域で，研究の方法が確立していま

すし，そういう面からの大きな力を持つことができた

と思います。そしてそれが先に申しましたスポーツ科

学の方向をもって研究されるようになっていたと私は

みているわけです。そして，どちらかといいますと体

育の研究，教育としての体育の研究が無視されたり，

なおざりにされてきたところがあるといってもよいと

思うのです。

体育に関係する教育，体育科教育といってよいと思

いますが，そういう面は学問ではない，学問になるの

はむしろスポーツの研究であるというような方向が一

つはあったのではないか，教育を離れて人間のスポー

ツ行動というものを対象にした研究がおこなわれるよ

うになってきて，それこそ体育の科学的研究であると

した（言葉に少々矛盾したところがありますが)。そ

のような印象をもつのです。

この方向は世界各国のたどってきた方向と考え合わ

て，２１世紀に向って国際社会に生きる日本人を育成す

ることが基本的ねらいとなって基準の改善が行われま

した。ここで強調されていることは，生涯学習の基礎

を培う，情報化や国際化への対応などであり，将来を

見越して現在の教育を見直すという立場がとられてい

ます。保健体育について申しますと，成長期におきま

す体力の強化の問題と同時に生涯スポーツの基礎を培

かうと言うことが今回明確に示されております。以前

からこの問題を取上げてはいましたが，明確に示され

たのは今回の改訂が初めてであると言えます。

２の社会体育指導者資格認定制度の問題は，保健体

育審議会の方で取上げたもので，前から問題となって

いた事柄ですが，社会における現在のスポーツの実施

状況を背景として，指導者の資格制度の問題が取上げ

られました。これは答申ではなく保健体育審議会の方

で建議したという形のものです。

３の「２１世紀に向けたスポーツ振興方策について」

はつい最近その骨子が公表され，それに対する批判な

り訂正の必要性などを考慮して最終的な答申が今月の

21日になされることになっています。

これらはいずれを見ても現在の社会変化に応じて保

健体育がいかにあるべきかという問題と関連している

ものであります。この保健体育のあり方を－つの背景

としまして現在の体育・スポーツに関する科学的な研

究がどのような発展の過程をたどってきているかを最

初に概観し，最後に非常に独断的でありますが，これ

からの体育・スポーツ科学の方向について考えてみた

いと思います。

2．体育学からスポーツ科学へ（発展の過程）

。この問題は京都体育学会が設立されましたことと関

係が深い。また100回の経過の中にこの過程をみるこ

とができるのではないかと考えます。体育というもの

を科学にまで高めたいという欲求がわれわれ研究者に

非常に強く持たれた時期があります。これは大学に保

健体育が必修になったり，体育学部，体育学科あるい

は体育大学がおかれたりした状況によって知ることも

できます。私自身体育学部が出来るまでその渦中にお

りました。体育は学問ではないというようなことで，

－２－



松田：社会変化と体育・スポーツの科学的研究

せますと，日本では学校体育を中心にしてそれから社

会体育が行われるようになった。その方に広がってき

た。しかし，諸外国ではむしろ社会におけるスポーツ

が先に進んで，学校の体育がそれの一つの応用のよう

な形で研究が進んできたということを考えますと，諸

外国の情報とか文献あるいは論文などをてがかりにし

ますと当然そういう方向をもつ可能性が強いというこ

ともあったと推測します。いずれにしても体育の科学

的研究というよりもむしろスポーツの科学的研究とい

う方向をとって（体育の）科学的な研究が進められて

きたといってもよいのではないかと思います。

従って，スポーツの歴史であるとかスポーツ哲学，

スポーツ生理学，スポーツ社会学，スポーツ心理学，

バイオメカニクスというような形で，体育学というよ

りもむしろスポーツ科学という色彩を持ってこの面の

研究が進められてきたのではないかと思います。ス

ポーツ科学そのものが所謂スポーツ科学として発展し

てきた過程を見てみますと，まず医学的な研究からは

じめられそれも最初は整形外科的な研究が行われてい

た。傷害の防止であるとか，予防・治療といった実践

的な研究であったと思います。また，これと関連した

疲労とか体力に関係する研究といったものがいろいろ

と行われていた。しかし，ローマのオリンピックの頃

を境として，それに更にトレーニングの科学が加わっ

てきたのではないか，今度は技術を高めるための科学

的研究あるいは最高の能力を発揮するための科学的な

研究が行われ，このようなものをスポーツ科学と呼ん

でいたと考えます。私の専攻しております心理学研究

についてみてもまさにそのような過程をたどってきて

いるといってよいと思うのです。そしてこの発展に大

きな役割を果してきたものとして宇宙開発のための研

究があります。これはスポーツ科学の発展に非常に大

きな役割を果してきていることを見逃せないと考えま

す。

宇宙開発の問題になりますと，狭いカプセルの中で

何日間も過すことになりますので，体力の研究がどう

しても必要となります。また，そこでのいろいろな物

の操作，環境の条件が違う中での物の操作が必要に

なってきますと，技術の修得に関する研究も必要に

なってきます。さらにその中で何日間も何十日間も過

しておりますと，メンタルな面にも障害を生じてきま

す。そうしますとメンタルトレーニングの研究もやは

り行われなければならないというような問題がありま

す。これらの研究が宇宙開発の研究をきっかけにして

大きく発展してきているといえると思います。しかし，

それを－人の研究としてではなく，プロジェクト研究

がこれを契機に一般的な研究法として登場してきたこ

とも見逃せません。

１５～16年前ですが，運動学習に関係した研究が是非

これから必要であると考え，アメリカの論文によって

知った学者の人達を訪ねようと思い，そのリストを

作って歩いたことがありますが，多くの著名な論文を

出している人達は大学にいないという返事が多かった

のです。ＮＡＳＡの方でプロジェクト研究に参加してい

て大学には現在いない人が多かったのです。そのよう

な事態はその当時はよくわかりませんでしたが，各種

の方面の人達を動員してそこでプロジェクト研究が行

われていたのです。それまではそのような研究法はと

られなかったと思うのですが，その研究法が開発され

ていたということがわかりました。

一つの研究のためにいろいろな人が，しかも領域の

違う人が集って，その研究を遂行していくというよう

な研究法の開発に，やはりこの宇宙開発というものが

大きな役割を果してきています。体育とかスポーツの

研究だけでなく他の領域でも全く同じことが当てはま

るわけですが，体育・スポーツの研究もその例外では

ないということです。

その後，運動処方であるとか運動療法などの研究も

活発に行われるようになってきているわけです。

これらはスポーツ科学という中に含められるのかど

うか問題があるかもしれませんが，私はスポーツの科

学的研究としましてそこまで大きく発展しつつある領

域だと考えております。いずれにしましても所謂体育

に関します科学的な研究よりもむしろスポーツに関係

した科学的な研究が活発に行われるようになって，教

育としての体育に関する研究が置き去りにされている，

なおざりにされてきている，このような傾向を見逃す

ことは出来ないと考えております。
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トレーニングが必要であるか，種目なり各個人のパー

ソナリティーによってそれをどのように処方したらよ

いかという研究になります。さらに実際の練習の場に

までもってきますと，実際の練習も結局は皆の前でそ

の力を発揮できるようにすることをねらって練習する

ことになりますので，練習のときにすでにこのメンタ

ルな問題を取上げておく必要があるわけです。これを

スポーツトレーニングの第２の道とか命名しておりま

す。体力や技術などのトレーニングと同じようにメン

タルトレーニングを並列に考えやすいのですが，それ

をもつと一緒にした形で，練習の時にも精神の安定と

か精神の集中とかあるいは具体的にどこに集中してあ

る動作をしたらよいか，そうさせやすくするにはどう

したらよいかなども含めたトレーニング方法，これは

技術のトレーニングとメンタルトレーニングとの統合

なのです。そこまで進んだとしますと，その方法は体

育の場においても生かすことができる問題ではないだ

ろうか，子供達の発達過程によって方法は違ってくる

と思いますが，発達の段階に応じてこの方法を適用す

ることが可能になってくるであろうと，このようなこ

とも考えたりします。そのような意味で，このスポー

ツ科学で開発された様々な事柄をもう一度体育へ返す，

そして体育の科学的な研究を推進するという方向が求

められてくるのではないかと考えます。

現在，人間の問題が非常に大きく取上げられつつあ

ります。物質文明，あるいは自然科学的な科学技術な

どの発達はありますがどうも人間そのものについて人

間疎外の問題が起こったり環境破壊の問題があったり，

自然破壊の問題があったり，何のための科学か人間と

は何かというような問題が取上げられているこの現在

におきまして，人間を扱う体育という立場を考え合わ

せますと，このような研究の方向が大変重要になって

くるのではなかろうか，体育に関する科学がなおざり

にされることのないように，積極的にその面の研究を

進めるべきではないかと考えます。

3．スポーツ科学と体育科学

これからの研究の方向の一つとして「スポーツ科学

から体育科学への回帰」という言葉を使っているので

すが，そういう問題を考えてみる必要があるだろうと

思います。現代社会の変化における大きな「影」の問

題として先にいくつかあげましたが，とくに人間性の

回復であるとか人間形成というような問題は体育の立

場からみますと非常に重要な問題であると言わなけれ

ばならない。従ってそういう問題がスポーツ科学に進

んできたために，もしもなおざりにされることがあれ

ば，非常に大きな損失であろう，むしろ欠陥をもった

ものになるであろうと考えます。そういう面からみま

すと，スポーツ科学で開発されました研究法あるいは

その原理とか法則を実際の教育の場面に導入すること

をもっと考えてよいのではないかと思うのです。これ

までスポーツ科学で開発されてきた研究法なりいろい

ろな事実は，人間の育成とか人間性の回復というもの

と関連づけますと非常に大きな力をもってくるのでは

ないか，これまでそちらの面は学問ではない，いろい

ろな条件が複雑に絡み合っていて客観的にとらえにく

い従ってこの領域は学問としてはとらえられないので

横においておこうということではなく，むしろそのも

のを解明していくときの大きな力になっていくのでは

ないかと思うのです。

例えばスポーツ心理学でも，運動学習に関係した問

題で，外から見えるものの変化でその学習を問題にす

る時代から，その内面過程・神経生理学的な変化を含

めた運動の学習という方向に研究が大きく広がりある

いは深まってきているところがあります。外から観察

されるような形だけではほんとうの意味の方法，教育

の方法についての基礎を十分に与えられないのではな

いかと考えますと，このような内面過程についての研

究がやはりこれからの指導方法の基礎として生きてく

るのではないかとも考えます。また現在，スポーツ選

手のメタルマネジメントとかメンタルトレーニングに

関心をもって実験なども行ったりしておりますが,こ

の基本的なスポーツ科学の立場からしますと，ピーク

パフォーマンスの発揮のためにどのようなメンタルな

4．これからの体育・スポーツ科学の方向

（１）研究領域の特殊化これまでの運動あるいはス

ポーツを一般的な立場でとらえ，それにかかわる対象

－４－



松田：社会変化と体育・スポーツの科学的研究

となるものはある種目であることが多かったわけです。

ところが，一般的な運動とかスポーツの研究が種目別

に分化してくるのではないか，分化してきますと例え

ば哲学的にあるいは社会学の面から，生理学の面から，

心理学の面からという各研究分野の統合が必要になっ

てくるわけです。２１世紀まで見通しますと，一つの方

向として種目別の総合的研究が重要になってくるであ

ろう。一般的な運動あるいはスポーツ科学ではなくて

種目別になり，それが統合された研究として行われる

ようになるであろう。極端にいいますと，バレーボー

ル運動学であるとかバスケットボール運動学などのよ

うに。ゴルフ学会というものも作られていますので，

種目別の領域の研究が，その種目を中心にして統合さ

れるという方向がひとつ考えられます。

先に述べた「２１世紀に向けたスポーツ振興方策につ

いて」の中で，具体的なテーマとしてコーチ学の確立

の問題が取上げられています。これは競技スポーツの

問題です。競技力の向上とか強化などの面で，コーチ

学が単に運動の学という形ではなくいろいろな科学的

領域からコーチというものに統合された形でコーチ学

が確立されな}ナらぱならないのではないか，そういう

形をとらないと競技力の向上にも実際の役に立たない

のではないかと，これは文部大臣への答申であります

ので実際的な意図をもっておりますが，コーチ学の確

立というものを大学の体育の研究の中で要求するとい

うような立場がとられているのであります。これはス

ポーツ科学とトレーニング場をドッキングさせるよう

な，トレーニング場とそのスポーツ科学とをおなじと

ころにおきまして両者が共同して選手のトレーニング

をしていこうということと関係しております。これま

でのように科学的な研究はどこか別のところ（実験

室）で行い，それを実際のグランドとか体育館に活用

すると言うのではなく，その場その時の状況を科学的

にとらえその人にあったトレーニングの方法を求め，

それを実践するというような方向をとると，それこそ

コーチ学になってくるのではないか。運動の技術の特

徴をとらえその技術を習得するのにどのような過程を

経て何をどのように指導すればよいかということだけ

がコーチ学ではないであろうかと。科学的側面からの

総合的な研究が必要になるのではないかということも

あり，とくに競技スポーツの選手強化ということがあ

りましたので，コーチ学の確立が取り上げられたわけ

です。

（２）指導の個性化・個別化の研究教育自体も個性

化とか個別化ということを強調しています。個人に応

じたあるいは個を伸ばす教育ということも言われてい

ますが，スポーツのコーチにおきましても同じ問題が

あります。コンピュータが現在のように発達してきま

すと，個性のとらえ方とか個人の特性のとらえ方が

もっと変ってくるのではないか，多くの要因を入力す

ることができますのでそれらをどのように組合せてい

けばその人の特徴をとらえられるかがさらに研究され

るようになるであろう。すなわちコンピュータを駆使

した個性のとらえ方が可能になるであろうということ

を前提としてこの問題を取り上げたわけです。

一般的には処理できないような特徴も，条件の組合

せによってほんとうの人間の個性の姿に接近すること

が可能になるのではないかということです。私の大学

で来年度から情報科学部が設置されますが，そこには

情報科学科と認知科学科を置きそこでＡＩという人工

知能の基礎になるような問題を教育，研究しようとし

ているのですが，現在のその面の発展の状況をみます

と，感情などをとらえるのは簡単なことではないと思

いますがこの機械を人間の知能に近づけることが２１世

紀では進んでくるであろうと考えられます。これに

よって得られた個性に応じた指導法というものが開発

されなければならない，そういう研究も必要になるで

あろうという意味で取り上げた－つの方向であります。

（３）競技スポーツ，生涯スポーツの実践的・臨床的

研究現在の日本体育学会にも当てはまるのですが，

競技スポーツと生涯スポーツそして学校体育の振興を

大きな目標にし，そのねらいに対して現在行なわれて

いる研究がどれだけ関連をもつかを調べたところ実践

的あるいは臨床的な研究が少なくて，基礎的な研究，

これも極端にいいますと，研究室での研究者の趣向に

より（少し言葉がよくないのですが）その研究を進め

ていく傾向が強いと感じました。それを非難すること

は全くできません。科学的な研究では基礎的な研究が

－５－
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経営・運営をしている。そうでなくて，もっとスポー

ツのわかる人がその経営に当るべきではないかという

こともありまして，大学にこのスポーツマネジメント

に関する講座が設けられるところも次第に増えてきて

いる状況にもあるわけです｡これがどのような内容を

もつかということはこれからの問題でありますが。い

わゆる観光業とかツーリングなどでも，その任に当っ

ている人がスポーツに全く素人であるというようなこ

とでよいのかどうか。ただそこへ案内をし，ホテルに

連れて行って，あとは自由にさせるということではな

くて，そのスポーツの指導にもあたることができるよ

うな人が必要になってくるという問題でもあります。

サーフィンをするのにオーストラリアのゴールドコー

ストの方に行く，しかし，そこで勝手に遊んでいれば

よいというものでもなくなってきた。あるいはホテル

を買収しそこに誘っておしまいというのではなく，

行った人のニーズに応じてそこで何をしていくべきか

ということを考えますとそこにスポーツマネジメント

の問題が大きく浮び上ってきますしその必要性も考え

られるのです。体育学部が現在改組を求められている

時代でありまして，アメリカは丁度その改組と関連し

てスポーツマネジメントの講座を作るような方向にあ

ります。ヨーロッパはまた違った道をとっているよう

ですが日本では丁度学校の先生への就職がなくて困っ

ており，またそういう傾向が強くなるだろうというこ

ともありまして，改組をせまられているところであり

ます。そういったことも考え合わせますと，いわゆる

社会体育の指導者という段階をもう一つとび超えたス

ポーツマネジメントに関する研究と言うものをもっと

推進していくことが必要になってくるであろうと考え

られます。

ここで取り上げた方向が当るか当らないかは別にし

まして，現在の社会変化と今までのスポーツ科学ある

いは体育科学の発展というものを考え，一方ハイテク

とか科学技術の発展ということを考えますと，このよ

うな方向を考えることができるのではないかというこ

とです。

（文責八木保）

重要であることは疑う余地のないところです。しかし，

体育・スポーツ科学というものは応用科学であると思

います。実際その結果が何の役に立つのか，調べた事

柄がどういう方向に生きていくのかというようなつな

がりはやはりほしいと常々考えております。

基礎的研究も大事ですが実践的研究あるいはフィー

ルドワークも必要になりますし，条件のコントロール

は難しいのですが，そこにその研究のメスを入れそれ

をそのままとらえていくことが必要になってくるので

はないか。運動療法に関する研究あるいは運動処方に

関する研究はまさに臨床的な研究ですが，それに類す

るような体育・スポーツに関係する実践的・臨床的な

研究というものが今後もっと推進されていく必要があ

るだろうと思います。

（４）スポーツマネジメントに関する研究これはメ

ンタルマネジメントと間違えられそうなので少しため

らうのですが，これから問題として取上げられるであ

ろう領域と考えてつけ加えました。

現在，産業構造が大きく変りましてサービス業がこ

の産業の中で大きな位置を占めるようになりました。

その中でスポーツの役割が大きくなってきております。

サービス産業としてのスポーツ産業とでもいうものが

産業の領域で大きな分野を占めているのです。どこま

でをスポーツ産業とするかゴルフ場，ゴルフ練習場，

スイミングスクール，スイミングクラブ，フィットネ

スなどの施設とか用具，運動の服装，運動靴，ニュー

スポーツの問題，さらに海外でスキーやサーフィンを

楽しむというような状況もあり，どこまでを含めるか

問題もありますが，現在のスポーツ産業についての通

産省の推計では４兆円産業ということです。１０年後に

は10兆円の産業になると予測されています。現在４兆

円というのは日本の精密機械の業界の領域にほぼ匹敵

するくらいであります。それ程の大きな領域をスポー

ツ産業が占めているのですが，そのスポーツ産業で働

いている人達は果してそこで適切な活動をしているの

だろうかということが現在問題にされております。そ

のスポーツのわからない人が経営者としてこの経営に

当っているというようなことがあります。アメリカで

はプロスポーッについても素人の人がプロスポーツの
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Symposium

シンポジウム

体育・スポーツにおける“こころ”と“からだ'，

MindandBodyinPhysicalEducationandSports

テーマ設定の理由

横山一帥

IchiroYokoyama＊

的経験は，第二次的経験に多い。この第一次的直接的

5知識と第二次的間接的知識を論理的に体系化したも

のが体育・スポーツ理論となる。

体育・スポーツの経験および存在は，体育・スポー

ツの理論で理解していくことができるが，存在の理法

は，科学的方法によらねばならない。

体育・スポーツの科学的方法は，わかりやすく大別

すると，自然科学的方法，精神科学的方法，そして社

会科学的方法に分けられる。

身体運動を客観化し，自然の状態で存在する運動の

事実を明らかにすると同時に，身体の構造や機能の事

実を基礎にして，身体運動に変化を与えたり，それを

つくりかえていく過程まで明らかにするのが，自然科

学的研究である。

体育・スポーツにおける精神存在の事実や意味を理

解し，運動や成長過程を明らかにする精神科学的研究

がある。意味や価値の妥当性，主観性など精神存在の

認識が必要である。

体育の基盤である社会構造の分析で，体育の主観的

条件(目的意識)と客観的条件(法則)との一致から，人間

生活や教育を明らかにしていく社会科学的研究がある。

これらの共通理解の上に立って「これまで」の各個

別学，領域における心と躰へのとりくみと，「これか

ら」の各個別学，領域における心と躰へのとりくみに

ついての提言のなかから，共通の認識と実践への寄与

を計りたいと考えたものである。

各専門分科会から横山勝彦（体育原理・体育史)，

藤田登（体育社会・心理学)，小田伸午（運動生理学)，

野原弘嗣（バイオメカニクスハ宮田和信（体育管理)，

八木保（発育発達)，小野桂市（体育指導）の各演者

により行った。

今回のシンポジュウムのテーマである“こころ，,と

“からだ”のテーマ設定の意図は，現在社会における

“こころ”の問題，“からだ，，の問題，そして“ここ

ろとからだの調和や不調和，，の問題について，体育や

スポーツの研究や実践がどのように寄与できるかを各

専門分科会からのアプローチをてがかりにしながら，

人間科学としての体育・スポーツ学の統合的方向を共

同作業として浮き彫りにできればと考えたものである。

現在の体育・スポーツ学は，分析的方向に著しい発展

を見せている。しかし人間の統合的方向への研究，つま

り体育・スポーツの研究対象に検討をくわえ，整理し，

対象に対して人間学としての一義的な統一をあたえてい

くことには，必ずしも共通の関心になりきっていない。

われわれは，人間科学としての体育・スポーツ学を

考えるとき共通項として次ぎの事柄を共通理解してお

くことが必要であろう。

まず，体育・スポーツに関する知識は，体育・ス

ポーツを認識した結果から生産される。体育・スポー

ツを文化と考えるか，訓練と考えるか，教育と考える

かは，この認識の仕方に関連している。

体育。スポーツにおける実践について認識も，体

育。スポーツの研究における認識も，認識は認識であ

るが，それぞれ性質は違ってくる。前者は経験的認識

であり，後者は科学的認識である。個人は自らの体育

の実践について思慮したり反省したりする。この実践

を反省し，思考することを経験とよんでいる。体育的

経験は直接経験と関連経験にわけられるが，直接経験

は主として運動に関係した第一次的経験であって，関

連経験は，第一次的経験をさらに思考した結果獲得で

きる第二次的経験である。

身体的経験は，第一次的経験に多く，精神的，社会

＊京都教育大学KyotoUniversityofEducation
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体育原理・体育史専門分科会

武道における“こころ，，と“からだ”

Mind-BodyProbleminTraditionalTheorieson‘`Budo，，

横山勝彦＊

KatsuhikoYokoyama＊

れた行為である先人からの「習（ならい)」を「型」

として学ぶ「稽古」は，人としてのあり方そのものを

鍛練する意味も含んでいた。

（はじめに）

心と身体という，人間の存在そのものに関わる大き

なテーマは，古くてしかも新しい今日的な研究課題と

思われる。とりわけ，それは体育学における基本的な

命題ともいえ，武道に携わる筆者にとって大変興味深

い問題である。

一般に，日本の武道は，精神的`性格の強い運動文化

として認識されている。

そして，その精神性には，求道的な側面と倫理・道

徳的なそれとの両面がある。

ここでは，与えられたテーマとの関連から，「型」

や「稽古」など，その求道的な側面を取り上げ，技術

を核とした武道における心と身体の伝統的なとらえか

たについて考えたい。

（３）技と心と身体

武芸論は，厳しい「稽古」によって心が身体と関係

づけられたときブ技術主体としての自己が確立し，身

体は無意識に動き，自由性をもった技術の発揮が容易

になることを教える。

修行過程で体験的にもよく聞く「無心」や「平常

心｣，あるいは「身体で覚える｣，「守，破，雛」と

いった極意的な世界を現わす言葉は，武道の心身一如

の考え方を表現するものと理解できる。すなわち，武

道では，技そのものを心身の一致と考えている。

（１）「型」

武道の特性を顕著に示すとともに，他のスポーツに

みることのできない独自の形態として「型」がある。

先人の究極的な技術を集約した法則性や規範性をもつ

修行様式を具現化したものであり，武道では，現代で

もこれを尊重してその修得を重要視する。

・そこには，「型」の訓練という身体運動の実践を，

攻防の技術など，直接的な武道の技法のみならず，心

構えや作法あるいは礼法など，いわゆる心の問題をも

総合的に体得させるものとの認識がある。

（おわりに）

実用的な闘争技術が，近世初期に，単なる技術のみ

ならず，その修行による内面的精神性をもあわせて修

得する方向をとって継承され，後に「術」以上の

「道」として成立したのは日本独自の現象である。

その意味で，武道の精神性とは，政治や軍事的影響の

もとでの不幸な一時期にみられたような技法と垂離した

一般概念的な心法ではなく，技術及びそれに関わる主体

としての人間性に即したものであるといわれている。

従って，今，武道の特性を考えることは，スポーツ

の場での人間疎外の問題や競技面での心の問題など，

現代の体育・スポーツの抱える種々の問題を検討する

ための一助となると思われる。

（２）「稽古」

武道における実践を，通常，我々は，運動を順序立

てて分節学習するという意味をもつ「練習」や「ト

レーニング」と呼ばないで，人間の内面的世界を志向

する「稽古」という言葉で表現する。

「稽古」は，「型」と深く相関し，その目的は「型」

の忠実な反復にあった。つまり，心と身体を一体不可

分の関係とする武道の立場がここにも窺われ，定めら

（主要参考文献）

『気．修行．身体」湯浅泰雄平河出版社（1986）

｢武道論考』中林信二遺作集刊行会（1988）

｢型」源了圓創文社（1989）

｢求道芸術」木幡順三春秋社（1985）

＊同志社大学DoshishaUniversity
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体育社会・心理学専門分科会

“こころ”と“からだ”

－スポーツ技術習得と無意識（の世界)－

UnconsciousnessintheLearningofSportsSkill

藤田登＊

NoboruFujita掌

“こころ”についていえば，1969年には脳の中で活

動する分子を10億分の１グラム量まで微量分析できる

ようになった。このような脳研究の発展の結果，現在

では“こころ”という高次な現象も脳内分子の活動を

度外視しては考えられないようになっている。した

がって，人間の脳というものは“こころ'，を造出する

大切な物質（モノ）といえる。

人間は，生活を送っている文化的環境の影響を受け

その脳細胞の中に内在的情報構造を構築し，情報マッ

ピングとでもいえるものを作っている。そして外来情

報に対してそれに対応する方法を認識し行動する能力

を持っている。この人間の認識とは，外来情報が「自

分にとってどのような関わり合いをもっているのか」

という？`解釈”“意味づけ，'である。この“意味づけ，’

は外来情報とその人間に内在している情報との間の

“関わり合いをみつける，，ことによってなされるもの

と考えられる。このような情報に対する“主観的な解

釈”が脳の中の脳内分子の働きによるものであること

は疑う余地はない，人間の認識というものは内外両世

界の情報的関係の成り立ちを基礎としている。

又，フロイトが発見した無意識の概念は多義的では

あるが，「われわれの存在の内にある非人称的

（ImpersonaDなもの」という短い定義をあげておき

たい。つまり非人称的なものとは正体不明のだれでも

ない，えたいの知れないものとしてある。

この無意識に関してユングは，意識内において対立

する考え方や感情などがあるとき，あくまでその対立

のなかに身をおいて苦悩していると，そのうちにここ

ろのエネルギーが無意識内へと流れはじめ，自我はい

わゆる無心の状態に陥ったり，ただ無力感に襲われた

りする。しかし，それに耐えていると，こころのエネ

ルギーが意識の方へと還流するのに無意識内の内容が

乗りうって自我によって把握されることになる。その

内容は言語的には明確ではなく，イメージによって把

握されることが多いが，それが新しい創造の根幹とな

ると考え，無意識のもつ創造性の存在を主張している。

たしかに，座禅の最中フトしたことから意識の状態

が激変して悟りを開いたり，ある刺激（情報）や夢に

よってフト急に難問が解けたりする例から考えても

“無意識”は我々の内在的な情報構造を決める重要な

因子であるように思われる。

さて，スポーツの技術習得においては，その目的に

あったフォーム，動きを如何に郊率よく合理的に自分

の体が実現できるようになるため，同じような動作を

反復繰り返し行うことが要求される。それは肉体的に

も苦しいものであり、心理的にも考え悩むことの連続

ともいえる。そういった過程のなかに自分自身をおい
００

てそれ|こ耐えているとき突然フト啓示的|こあるイメー

ジがわき，これまで解からなかったこと，できなかっ

たことが，解かりできるようになることがある。これ

は，無意識のもつ創造的な側面がスポーツの技術習得

過程において働いたものと考えられる。このことはあ

るレベルのスポーツを経験した人において体験された

ことがあるのではないかと思う。この前述に関連深い

論述が，「美と集団の論理」久野収編1964,中央論社の中

に，中井正一が「思想」1933年５月号に発表した“ス

ポーツ気分の構造，，とい論文として記戴されている。
Ｏ

又，技術と`し､との関わりの様が武道における厳しいケ
００

イコによって,し､が身体と関係づけられたとき技術主体

としての自己が確立し，身体は無意識に動き自由性を

もった技術の発揮が容易になる。という心身一如の考

え方によく表われている。更にそれをよく表わしてい

る書物．文章として「弓と弾」Ｅ・ヘリゲル箸1981,

福村書店を，トルストイのアンナ・カレーニナにお

ける，貴族で地主のリョーヴィンが自分の領地内で農

夫と共に太陽の下で大鎌を振るって草を刈る場面の描

写をあげておきたい。

＊同志社大学DoshishaUniversity

－９－



運動生理専門分科会

スポーツにおけるこころとからだ

ＭｉｎｄａｎｄＢｏｄｙｉｎＳｐｏｒｔｓ

ｄ、田伸午．

ShingoOda＊

ガクガク震えるほどの興味深いテーマであり，こころ

を物質でとらえる糸口となるような気がする。

筆者は，スポーツが人のこころをプラスに変え，その

結果，からだがその変わったこころにふさわしい状態に

変わってくれる可能性をスポーツに期待している。ス

ポーツを通して，人のこころが明るく元気になり，ここ

ろとこころが通じ合い幸せを感じ取れる時，人のからだ

もまた，そのこころにふわさしい状態に改善される筈で

ある。スポーツ科学も，人間がスポーツをする場合のこ

ころとからだの相互関係を探りだし，人間の幸福に役立

つことができたらどんなに素晴らしいことだろう。

従来の学問体系は，からだを観る領域と，こころを

観る領域に分けられ，それぞれに成果を挙げてきた。

スポーツ，身体運動の分野においても，からだ（肉体，

物質）の研究領域として，運動生理学，運動生化学，

バイオメカニクス等の学問が発展してきた。一方にお

いて，人間には，こころの作用があり，スポーツ心理

学〆運動心理学といった学問領域が生まれ，今日に

至っている。からだの学問とこころの学問は，それぞ

れの枠，系の中では客観性のある真実である。ところ

が，生身の人間は，こころとからだの統合体であり，

別々に離されて云々された場合，全体（つまり人間）

を見失ってしまうことになる。

人間をこころとからだの統合体とする見方の生理学

的視座は，こころの源（情動，気分）を作り出す脳

幹・視床下部，辺縁系が自律神経系，内分泌系の中枢

であり，体性神経系も脳幹・視床下部，辺縁系を経由

しているということである（図１)。つまり，人間の

肉体，行動，運動（からだ）を根底で引きずっている

のは，脳組・視床下部，辺縁系にころ）と考えるの

が適切ではないか。そして，からだからこころへの経

路も存在しており，こころとからだは相互に作用し合

う，切っても切り離せない関係にあるというのが真実

であろう。

ところで，現代の科学で明かにきれている物質的法

則は，こころの作用にぴたっと一致するのではないか

と筆者は考えている。図２の右側は，質量、の物量

がハカリの上にのってつり合う場合のニュートン力学

である。片方をハカリからつき落とすと，もう片方も

バランスとしてハカリにのっていることはできない。

さて，左側には，スポーツにおけるコーチと選手のこ

ころが，人間関係というハカリの上にのっているとこ

ろを示している。コーチが選手を思いやり歩み寄れば，

選手のこころも寄ってくる。逆に，選手の欠点ばかり

を責めれば選手のこころは遠ざかり，結果コーチの方

もその選手から背をむけざるをえない。選手をハカリ

からつき落としてしまえば，コーチも一緒に落ちるの

がこころの法則である。このように，こころの法則と

物理法則がぴたっと一致するのは何故だろうか。体が

:」
￣

ろ

量ユズ竃と罰呂

■幹・視床下邸

体
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神
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図１こころとからだの相互作用
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図２こころの法則と物理の法則

＊京都大学KyotoUniversity
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バイオメカニクス専門分科会､

スポーツ実践の喜びとバイオメカニクス研究

BiomechanicalResearchforEnjoyingSports

野原弘嗣＊

HiroshiNohara

分析が可能となり，動作研究の対象範囲が広がってい

ることがわかる。スポーツ現場の実際的な要求に応え

られるようになってきていることを意味する。これを

可能ならしめたのは電子工学的機器とコンピューター

の普及であった。「技術の習熟」および「技術の指導」

を扱った演題数には変化がなく，これらは体育方法分

科会や体育教育分科会で発表されていることが推察さ

れる。バイオメカニクス分科会では基礎的研究を発展

させ，指導や教育の研究領域においても応用的バイオ

メカニクス研究が行なわれることが，真のバイオメカ

ニクス研究の発展につながるものと考える。研究に利

用された機器を集計したところ，「フォースプレート」

が増加し３軸方向のものに性能が向上している。また，

映像の分析では「８ミリ．シネ」が無くなり，「16ミ

リ．シネ」が減少し，「VTR」の時代に移行しつつあ

ることが明らかである。

1979年に日本体育学会の分科会名称が「キネシオロ

ジー分科会」から「バイオメカニクス分科会」に，ま

たキネシオロジー研究会に代わって日本バイオメカニ

クス学会が設立され，機関誌も「ひろぱ」から「JJ

SportsScience」になり一般にも販売される雑誌と

なった。そこで，Ｊ・JSportsScienceに特集きれた話

題についても集計してみた。その内容は，「スポーツ

およびトレーニングの科学｣，「測定法，研究方法｣，

「運動と神経コントロール」および「運動生理学｣，

「スポーツ医学」などにまとめることができる。読者

が学会会員に限らないので，バイオメカニクス領域よ

りもさらに広い領域から話題が取り上げられ，スポー

ツ現場の期待に応えるよう編集されている。近年，ス

ポーツ医学的研究が同じ討論の場に加わったことは，

今後，一層重要な科学的情報をスポーツマンや指導者

にも提供できるようになるであろう。

スポーツ活動を日常的に継続して実施することに

よって多様な喜びがもたらされる。これを支える要素

として①技能の向上，②知識・理解，③安全など３つ

の要素が考えられ，これらが一体となったときにス

ポーツ実践の喜びが保障され，バイオメカニクスはこ

れら３つの事項と深くかかわる研究領域である。「か

らだと心とバイオメカニクス研究」のテーマについて，

上記の３要素との関連を基盤として研究をふりかえっ

てみた。

昭和20年代の後半から30年代において，京都には研

究談話会「ルナ・クラブ」が定期的に開かれ，第１回

（昭27.32.6）から第84回（昭38.6.10）まで継続され

た。体育やスポーツにかかわる研究者や学校体育指導

者が「日常生活，体育，スポーツの合理的な動作」に

ついて自由な討論を交わしあった。日本キネシオロ

ジー研究会が昭和32年の日本体育学会久留米大会で結

成されたが，京都にはそれ以前にその母胎となる土壌

があったことは誇りである。今，このような体育，ス

ポーツにかかわる研究者と現場との会話の場が当時に

も増して必要な時期である。

1974年までの研究成果についてはすでに報告（第２５

回日本体育学会，1975）されているので，今回は比較

的最近の研究動向を分析した。日本体育学会大会の発

表演題の内容を，その間に10年をはさんで第28回大会

からと第38回大会からのそれぞれ３年間について集計

した。ここでは研究方法，目的，課題について，関連

したものをカウントしたので１つの演題が複数の事項

に計数されているため発表演題数とは一致しない。１０

年をはさんだ２つの期間の研究内容をみると，方法と

しては「力学量」および「コンピューター処理」が増

加，動作としては「打つ｣，「回る」が増加，バイオメ

カニカルな特性では「力学的特性」を扱ったものが増

加していた。以上から方法論的には多軸的回転運動の

＊京都教育大学KyotoUniversityofEducation
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体育経営管理専門分科会

すべての人々がスポーツを享受できる条件づくりを

AdvancementofProgramandFacilitiesforSportsofAll

宮田和信＊

KaZunobuMiyata＊

が開館した。

指導者の面では，文部省が社会体育指導者の養成を

日本体育協会に委託して，すでに63年４月から事業を

開始している。

京都市においては，去る10月18日に，田辺新市長が

「２１世紀に向けた総合的な市民スポーツ振興策」を発

表し，永年の夢をいよいよ実現すべく姿勢をみせてく

れた。その中から特徴的な施策として次のようなもの

を上げることができる。

ｌ「スポーツ振興懇談会」を設置すること。

２．「市民スポーツ振興センター」を設置すること。

３．「スポーツ・リーダー・バンク」を設置し運営

すること。

４．各行政区に１体育館を設置すること。

このような，京都市における，２１世紀に向けたス

ポーツ振興策は，同じく10月11日に出された保健体育

審議会の「２１世紀に向けたスポーツの振興方策につい

て」の答申案の内容に敗けず劣らぬ内容を含んでいる。

さて，国政レベル，京都府のレベル，京都市のレベ

ル，いずれのレベルからみてもその振興策の中に一貫

して流れるものは，「みんなのスポーツ」または「生

涯スポーツ」に指向した精神である。すなわち，すべ

ての人々を対象にしたスポーツの振興策だということ

である。もちろん，競技スポーツも並行して振興して

いかなければならないが，今後はあらゆる階層の人た

ちが等しくスポーツを享受できるよう，条件を整備し

ていくことが経営・管理の課題である。これからの体

育経営・管理の立場は，このような時代の要請に直接

応えるものでなければならない実践業務であり，それ

を基礎にして構築された学問でもあるといえる。

「体育経営ｄ管理」と「心とからだ」の関係を直接

的かつ具体的に論じてきたことは，これまでにあまり

なかった。そこで，「心とからだ」のことを敢えて

「人間」としてとらえ，「人間」と「体育経営・管理」

の関係について現在の潮流の中からとらえてみたい。

体育経営・管理と人間の関係が最も密接に，かつ直

接的にとらえられた時代は現在をおいて他になかった

ように思われる。それは現在のスポーツ振興施策等の

状況に端的に表れている。余暇時間の増大，生活水準

の向上，高齢化社会や情報化社会の進行などにより，

人々のスポーツに対する要求も非常に多様化し，かつ

高度化してきた。このような社会情勢はすでに数年前

から徐々に表れていたが，それが顕著となった現在，

体育・スポーツ分野でも具体的な施策拡充を図ること

が急務となってきた。

このような現代社会の中で，様々な階層の人々の体

育・スポーツに対する要求を生かすために，全国的に

は「全国スポーツ・レクリエーション祭」「ねんりん

ビック」「マスターズ陸上選手権」「フェスピック」

「全国家庭婦人バレポールいそじ大会」などの特異な

プログラム・サービスが新たに提供されている。全国

各地には，既製のスポーツに改良を加えたりした，大

衆向きのニュースポーツが続々と誕生している。京都

市の体育振興会が実施した，昭和62年度の行事は50種

目もの多種目に達している。

エリア・サービスの面をみると，ここ10年間の施設

増加数では，学校施設の20％という微増に比べて，公

共施設は110％増，民間の商業施設は120％増になって

いる。京都府下では昨年の「京都国体」を契機に体育

館等の霧しい増設があった。京都市内には昨年の４月

に「障害者スポーツセンター」（現在はプールのみ｡）

＊京都教育大学KyotoUniversityofEducation
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発育発達専門分科会
!‐β

心にころ）と身体（からだ）と発育発達研究

ＧｒｏｗｔｈＳｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅＭｉｎｄａｎｄｔｈｅＢｏ｡ｙ

八木保．

TamotsuYagi＊

にころ」と「からだ」と言うテーマに体育学の発

育発達を扱う領域ではどのように取組むかと言うこと

になると大そう大きな課題となる。にころ」と「か

らだ」が一体となった「人間」がテーマとなると，焦

点がや、限定されて比較的取組みやすく感じる。

人間が生れてから大人になっていくその過程は生物

学的現象であるが，それと共に教育と言う人間の営み

が関わっているものでもある。

多くの子供は自然にいつの間にか大人になっていく。

小さい身体は次第に大きくなり，ある大きさのところ

で定ってくる。人間関係の面での子供の世界は，まず

親との主従関係から始り，仲間との相互関係，教師ら

との師弟関係なども持ちやがて独立してゆく。このよ

うなことは自然のプログラムによるもので，これから

の科学では遺伝子上の化学物質の配列により説明され

ることになるのかもしれないが，自然の現象である。

この自然の流れからすれば小さなことかもしれない

が，周囲の大人を含めて環境などの影響により個々の

児童には身体の形態・運動能力・知的能力などに差が

現れ，人間全体としては多様な差異がみられることに

なる。この小さな差でも一個の児童にとっては将来が

左右される要因ともなる。そして，教育関係者はその

ような場面・きっかけに関係している。

このような人間にとって重みを持つ現象を理解しよ

うと取り組むのが体育学の発育発達の領域でもある。

それでは，体育学会の発育発達専門分科会ではどのよ

うな研究がなされているであろうか。今年（第40回大

会）の発表演題でまず数の上でみると「幼児」に関す

る演題が一番多く全体の1/3程を占めている。つづい

て「大学生」に関するもの，そして「児童」に関する

もの「その他」の順である。

最近の発表演題はまづこのような傾向で幼児を扱っ

たものが全体の1/3からそれ以上となっている。これ

は人間の発育発達という現象については幼い児童の頃

にみられるものが多いと言うことによるものであろう。

大学生についての演題が比較的多いと言うことは，研

究者に大学関係者が多いので周囲に題材を得やすいこ

とにもよるのであろう。

次に，その内容を「心」と「身体」に分けてみると

先ずは身体に関するものが大部分である。身体の形態

とか運動能力・動作パターン・活動内容等々について

年齢との関係・環境・その他の要因等との関連を扱っ

たものである。なかには「社会性の発達と運動能力」

とか「動作発達と精神発達との関係」のように心に関

する問題に直接に取り組もうとしているものもみられ

る。

身体に関するものが大部分とは言え，身体の機能と

か能力はある作業量などにより表わされる。これは随

意筋によりなされた作業の結果であり心の表現の結果

でもある。このように身体とは言え心と一体となった

人間の動きに関するものである。

幼児に関する演題では手指の動作などのような器用

性・投動作・跳動作・歩行走行動作などの動作パター

ンの発達の分析とか，神経系の発達などに関わる問題

が多く，児童については思春期の急成長であるとか，

スキヤモンの発育曲線に描かれた上昇速度に比例して

いるかのような数の演題がみられる。大学生について

は体力に関する演題が目立っている。

このように身体に関するものではあっても単なる物

理的な構造物についてのメカニズムとその機械的効率

と言う問題ではなく，人間の心の表現としての動作で

あり，また時の経過につれて変化する人間の身体につ

いてのものである。この分科会での演題とその内容を

みる限り，その研究内容は「教育」「体育」に密着し

た演題が大部分である。またこの分野はスポーツと言

う内容よりまさに体育と言う感じである。今後の研究

の上でもこの人間性を大切にしていきたい。

＊京都大学KyotoUniversity
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体育指導専門分科会

真理探.究を中心とした正課体育の研究

TrialforScientificStudyontheCompulsoryClassofPhysicalEducatioｎ

小野桂市＊

KeiichiOno＊

（計画修正も）４）最終報告書作成（学生自らの探究

結果報告及び大学本質論）となる。

学生の意向は尊重しつつ，筆者が奨励・準備するの

は，Ｌ毎週の1500ｍ走記録の変化と脈拍・血圧等の

関係Ⅱ、スポーツ技術の研究（楽しくかつ早く上達

する方法の開発）である。1500ｍ走は運動能力テスト

等でしか走らない距離であり，毎週これに挑むという

ことは学生個人個人の持つ大学本質論との間に整合性

がなければ意欲されないものであり，かつ学生の積極

的志向がなければ継続不可能なことである。ここに，

筆者の展開する真理探究の大学正課体育の真価が問わ

れることになる。これら本物追求を学生に意欲させる

時，徐々に真理探究の体育は支持を受けることになる。

序京都体育学会の独自の部会である体育指導部会

は，子供たちが身体を大切にし自分の身体を守り育て

るために，身体を自分の意志によって自由に駆使でき

るようにする知識や技術を学ばせたい。また優れた授

業には明解な哲学があり，それと一体になった展開が

存在するのであると考えており，良い授業をめざして

いる。良い授業を高田は「生徒が『良い授業だった。

いつも今日のようにやってよ」という授業」であると

いい，①授業で精一杯運動した時の爽快感②授業で

技や力が伸びたときの喜び③授業を友人と仲良く学

習したときの楽しさ④授業で何かを発見したときの

知的充実などが満足された時，生徒の言葉『良い授

業…」が発せられるという。矢印の左側はからだであ

り，右側は喜びの心である。つまり，良い授業とはか

らだと心の両方に同時にimpactが与えられなければ

ならないのである。では筆者の担当する大学正課体育

ではどうであろうか。

本論扇谷は「伝統的にも本質的にも真理探究の場

である大学は，undergraduateレベルでも真理探究と

それを継承するように学生に手ほどきすることが第一

の関心事である。大学の本質と結び付いた教育は，真

理探究という限定された教育であって『知識の進歩ｊ

との関連の中で行われるものである」という。筆者も

真理探究を中心とした大学体育を追求している。それ

は心（理性）から入って，からだと喜びの心（情動）

に至る経路で，それらは，螺旋形を描きつつ上昇する

と仮定している。

筆者は次のように展開する。大学は真理探究の場で

あり，大学の体育は身体運動科学または健康科学の名

称がマッチしていること。自分自身や友人の身体を実

験材料とし，自らの計画的刺激を加えることにより自

らの身体の機能を学び，探究するのであること。その

具体的展開は，１）テーマ設定（仮説の明確化）２）

実施計画（刺激内容等の明確化）３）途中経過報告

＊京都工芸繊維大学KyotolnstituteofTechnology
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大学生のサッカーに対するイメージについて

辻浅夫*，中桐伸吾**，宮村茂紀…

（平成元年８月30日受付）

ＯｎｔｈｅｌｍａｇｅｏｆＳｏｃｃｅｒｈｅｌｄｂｙＵｎｉｖｅｒsityStudents

AsaoTsuji＊，ShingoNakagiri＊＊，ShigekiMiyamura
＊＊＊

Abstract

ＴｈｅｉｍａｇｅｏｆｓｏｃｃｅｒｗｈｉｃｈｉｓｈｅｌｄｂｙｍaleandfemaleuniversitystudentswasstudiedbytheSDmethod，

Thesubjectswerel76maleandl78femalesoccerclubmembers,ａｎd296maleand305femalenonmembers・

Ｔｈｅｒｅsultsweresummerizedasfollows．

（１）Socceristhoughttobeatoughsportformenwhichrequiresspeedanddynamicmovement,andan

appealingandenjoyablesport．

（２）Factoranalysisoftheaffectivemeanmgstructureofsoccershowsthat`enjoyability，and`dynamism，are

commonevaluationfactorsinalloftheabovefourgroups．

（３）Analysisoffactorvarianceshowsthatstudentswhohavebeensoccerclubmembersregardsocceras

moreenjoyableandvaluablethanthosewhohaveneverbeenthemembersｄｏ・Femalenonmemberstudentswith

littleexperienceofplayingsoccerandlessaptitudeforsoccerthanmaleregardsoccerasanappealingball

gamerequiringspeedanddynamicmovement．

メージができあがる」と述べているUoまた水島は，

「イメージとは感覚・知覚像でありながら，同時に行

動の内化として私たちがその中に入りこんでいるよう

なものである。そしてそれは命題処理．,情報処理に深

くかかわっている。われわれはそのイメージによって，

事象を予期し，行動を準備し，統制する」と説明して

いる，)。これらの説からも明らかなように，人間はイ

メージによって行動していると言える。そして，ス

ポーツにおける行動もイメージに大いに依存している

と考えられる。

現在，イメージの測定法として広く知られているの

は，Osgoodら'２１が開発したセマンティック．デイ

ファレンシャル法（以下，ＳＤ法と呼ぶ）である。な

お，ＳＤ法が測定するイメージとは，意味論で言うと

ころの内包的意味のうちの情緒的意味M)である。

はじめに

１６世紀のイギリスの教育者であるThomas,Elyotは，

サッカーを「フットボールをする時につきまとう暴力

ゆえに紳士には不向きなものであるIC)」とし，「獣の

ようにすさまじく，猛烈に乱暴なるもの以外の何もの

でもない１３１」と評したが，近年，スポーツとしての立

場を確立したサッカーは，ますます，その競技人口が

増大し，世界的な広がりを見せている。さらに一方で

は，サッカーはかって男性のスポーツとされてきたが，

女性の愛好者も増し，女子サッカーの誕生を見るに

至った。それではサッカーは，現在どのようなイメー

ジを持たれているのであろうか。

Boulding,ＫＥは，「行動がイメージに依存してい

る」とし，「ある人の過去経験の総合的結果としてイ

＊京都外国語大学（KyotoUniversityofForeignStudies,Saiin-Kasamecho,Ukyoku,Kyoto,Japan）

＊＊大谷大学（OtaniUniversityKoyama-Kamifusacho,Kitaku,Kyoto,Japan）

＊＊神戸女子大学（KobeWomen，sUniversity,Higashisuma-Aoyama,Sumaku,Kobe,Japan）
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あった。さらに，サッカーを行った経験があると答え

た者は，一般学生男子では292名（全体の98.6％)，一

般学生女子では279名（全体の91.5％）であった。そ

して，これらの経験はほとんどが体育授業時によるも

のであった。このことより，対象となった一般学生の

男女は，何らかのかたちでサッカーを具体的にイメー

ジすることができると考えられる。

サッカー部の男女についての調査は郵送法により

行った。また，一般学生の男女についての調査は，体

育授業時に実施した集合調査で，記入は強制速度法に

より行った。

このＳＤ法を用いてスポーツのイメージを調査した

研究5161718115)も多く報告されているが，学生のサッカー

に対するイメージの研究6)''１は少なく，またサッカー

部に所属している学生のサッカーに対するイメージを

明らかにした研究はみられない。

そこで，本研究では大学生におけるサッカーのイ

メージをＳＤ法により分析し，その情緒的意味体系を

明らかにし，さらに，性差およびサッカー経験差が，

情緒的意味体系にどのようなかかわりを持つかを解明

することを目的としたものである。

方法

４．データ処理

各スケールは，「非常に」「かなり」「やや」「どちら

でもない」の副詞による７段階の評定から成り，順に

１から７までの数値を割り付けた。なお，データの処

理は，京都外国語大学のACOS610を使用し，SPSSX

のプログラム３１により次の手順に基づいて行った。

（１）各スケールごとに，その評定平均値（Ｍ）と標

準偏差（SD）を求めた。

（２）性差およびサッカー経験差がサッカーのイメー

ジにどのような影響を及ぼすかを調べるために，性差

（男子・女子）×サッカー経験差（サッカー部・一般

学生）の２要因分散分析を行った。

（３）分散分析の主効果および交互作用の内容を検討

するために，事後検定として，Tukey法による多重比

較を行った。

（４）因子の抽出：調査対象者から得られた粗データ

によってスケール間の相関行列を算出した。因子分析

は主因子法により行い，共通性を推定する時の繰り返

しは25回までとし，その収束基準は0.001とした。な

お，軸の回転を停止する時の収束基準は0.0001である。

因子の抽出は，固有値が1.000以上の基準により求め

られた。さらに，因子の解釈を容易にするために，カ

イザーのNormalVarimax法により直交回転が施された。

１．調査対象者

サッカー部男子は昭和63年度関西学生サッカー連盟

１部リーグ所属の５大学176名である（以下，サッ

カー部男子と呼ぶ)。サッカー部女子は昭和63年度第

２回全国大学女子サッカー大会出場校17大学の内，１６

校178名である（以下，サッカー部女子と呼ぶ)。一般

学生は京都市内の３大学の男子学生419名，女子学生

315名の内，今までにサッカー部に所属したことのな

い学生で，なおかつ質問項目に完全回答した者を対象

とした。その人数は，男子学生296名（以下，一般学

生男子と呼ぶ)，女子学生305名（以下，一般学生女子

と呼ぶ）である。

2．調査期日

調査は1989年の１月から４月にかけて行った。

３．調査方法

イメージの測定法は，Osgoodらが開発したＳＤ法

を用いた。本調査で使用した両極`性形容詞スケールは，

花田ら６１がスポーツの中の球技種目を比較するために

考案した22対（７段階評定）のスケールを借用した。

なお，一般学生男女については，サッカーを行った

経験が有るか，また，サッカーを見た経験が有るかに

ついても調査した。その結果，サッカーを見た経験が

有ると答えた者は，一般学生男子では296名（全体の

100％)，一般学生女子では300名（全体の98.4％）で

結果と考察

(1)評定平均値によるサッカーのイメージ
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表１はサッカー部の男女および一般学生の男女の

サッカーに対するイメージの評定平均値(Ｍ)と標準偏

差(SD)である。各スケールはサッカーに対して比較

的にポジティブな状態を表す形容詞を右側に，ネガ

ティブな状態を表す形容詞を左側に配列した。評定は

「非常に」「かなり」「やや」「どちらでもない」の７

段階より成り，左から順に１から７までの数値を割り

付けた。なお，図１はそれぞれの評定平均値をグラフ

に示したものである。

評定平均値が３以下，および５以上のスケールを，

サッカーのイメージとするならば'6)。サッカー部男子

は，サッカーを「男らしい」「たくましい」「機敏な」

「速い」「むずかしい」ものであり，「広い」「大きい」

ものと捉えている。また，「痛い」「激しい」ものであ

ると共に，「面白い」「かっこ良い」「明るい」「楽し

い」「美しい」ものであり，「好きな」スポーツである

と感じていることが分かる。

サッカー部女子は，サッカーを「たくましい」「男

らしい」「機敏な」「速い」「むずかしい」ものであり，

「大きい」「広い」スポーツと捉えており，また，「危

険な」「激しい」「痛い」スポーツではあるが，「明る

い」「かっこ良い」ものであり，「面白い」「楽しい」

「好きな」スポーツであると感じている。

一方，一般学生の男女は，サッカーを「男らしい」

「たくましい」「機敏な」「速い」スポーツであり，

「広い」「激しい」ものであると感じている。そして，

「むずかしい」「痛い」スポーツではあるが，「明る

い」「かっこ良い」「面白い」スポーツと捉えている。

以上のように，サッカー部男女と一般学生男女の

サッカーのイメージを評定平均値で考察したが，この

４群間に共通に見られるサッカーのイメージは，「男

らしい」「たくましい」「広い」「速い」「機敏な」ス

ポーツであり，また，「激しい」「痛い」「むずかしい」

スポーツではあるが，「明るい」「面白い」「かっこ良

い」ものであることが分かる。

次に，性差およびサッカー経験差がサッカーのイ

メージにどのような影響を与えるかを見るために，粗

データをもとに，性差（２）×経験差（２）の２要因分

散分析を行った。その結果，性差，経験差，交互作用

共に有意差が見られたスケールは，「硬い_軟らかい」

表１サッカーに対するイメージ（評定平均値と標準偏差）
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１２３４５’６’７８９Ⅲ、皿咀川旧旧Ⅳ旧咀汕Ⅲ皿

項目
サッ力 ￣ 部
男子 女子
Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

￣ 般 学生
男子 女子
Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

１ 危険な 安全な ３．１３ 1．２９ 2．８２ 0．９５ ３．１１ 0．９５ ３．０３ ０．８４

２ 黒い 白い 4．１０ 1．４７ ３．５８ 1．４３ ３．８４ 1．３０ ３．８０ 1．３９

３ iiiかな 敵しい 5．７１ 1．３７ ５．９９ 1．１１ ５．６７ 1．２３ ５．８１ 1．１７

４ 退屈な

▲
一
一 い 6．００ 1．３７ 6．０９ 1．１０ ５．１５ 1．４６ ５．２８ 1．２５

５ かっこ悪い かっこ 受い 5．４５ 1．３０ ５．７７ 1．１１ ５．２９ 1．１８ ５．７０ 1．１０

６ 短い 長い 4．６８ 1．３７ ４．５８ 1．２８ ４．６０ 1．２１ ４．５４ 1．２５

７ みにくい 美しい 5．０９ 1．４６ ４．５１ 1．１８ ４．３９ 1．１５ ４．５２ ０．９８

８ 痛い 痛くない 2．８１ 1．２６ ２．７１ １．１８ ２．９５ 1．１４ 2．７９ 1．００

９ 狭い 広い 5．４０ 1．３４ ５．７９ 1．０７ ５．５９ 1．０５ ５．８０ 1．０５

1０ 暗い lUi るい 5．８２ 1．１８ ５．８７ 1．０３ ５．２１ 1．１６ ５．．１９ １．Ｍ

1１ 硬い 軟らかい 4．６６ 1．４４ ３．７１ 1．１５ ３．６６ 1．１９ 3．４５ 1．１０

1２ 低い 高い 4．８０ 1．２８ ４．４０ 1．０１ ４．１９ 1．０１ 3．９８ 1．０５

1３ 苦しい 楽しい 5．６７ 1．４９ ５．６０ 1．４４ ４．８０ 1．５０ ４．４６ １．６４

1４

、
可
（星い－速い ５．７２ 1．２８ ５．７７ 1．０２ ５．５３ 1．０５ ５．７２ １．０６

1５

７
二 ｒらしい 男らしい 6．１５ 1．１６ ５．５７ 1．０８ ５．８６ 1．０３ 6．１５ ０．８９

1６ ノ 、 さい 大きい 5．４４ 1．４１ ５．２４ 1．１７ ４．７８ 1．０８ 4．９０ 1．１０

1７ 鈍感な 機敏な 5．８１ 1．２２ 6．０１ ０．９５ ５．８８ 0．８５ 6．１０ ０．９６

1８ 恐ろしい 平気な ４．５３ 1．４９ ４．１２ 1．３１ ４．１２ 1．０９ 4．０２ １．１２

1９ 弱々しい たくましい 5．８８ 1．１０ ５．９６ 0．９０ ５．４９ 1．０５ 5．８４ 0．９８

2０ むずかしい やさしい ２．２０ 1．５７ ２．０５ ０．９９ 2．８２ 1．１８ ３．０２ 1．１６

2１ 軽い 重い 4．６６ 1．４２ ４．４７ 1．２０ ４．０８ 1．１３ 4．０８ 1．１６

2２ 嫌いな 好きな 6．２２ 1．０５ ６．１１ ０．９５ ４．７８ 1．５９ ４．９８ 1．３１
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辻，中桐，宮村：大学生のサッカーに対するイメージについて

のみであった。性差，経験差に有意差が見られたス

ケールは，「暗い_明るい」「低い－高い」「苦しい－

楽しい」「恐ろしい－平気な」「弱々しい－たくまし

い」「軽い－重い」であった。性差，交互作用に有意

差が見られたスケールは，「黒い－白い」であった。

経験差，交互作用に有意差が見られたスケールは，

「みにくい_美しい」「女らしい－男らしい」「小さ

い_大きい」「むずかしい－やさしい」であった。性

差のみに有意差が見られたスケールは，「危険な一安

全な」「静かな－激しい」「かっこ悪い一かっこ良い」

「狭い－広い」「遅い_速い」「鈍感な－機敏な」で

あった。経験差のみに有意差が見られたスケールは，

「退屈な－面白い」「嫌いな_好きな」であった。性

差，経験差，交互作用共に有意差が見られなかったス

ケールは，「短い_長い」「痛い_痛くない」であった。

そして，分散分析結果の主効果および交互作用の内

容を詳しく分析するために，事後検定としてTukey

法により，サッカー部男女および一般学生男女の４群

を多重比較した。表２はその検定結果を示したもので

あり，有意差が見られたスケールには＊印（α＜

0.05）を付した。

全ての性差（サッカー部男子と女子，一般学生男子

と女子，サッカー部男子と一般学生女子，サッカー部

表２Turkey法による評定平均値の

多重比較の検定結果

女子と一般学生男子）において有意差が見られたス

ケールはなつかた・次に，全ての経験差（サッカー

部男子と一般学生男子，サッカー部男子と一般学生女

子，サッカー部女子と一般学生男子，サッカー部女子

と一般学生女子）において有意差がみられたスケール

は，「退屈な￣面白い」「暗い￣明るい」「苦しい￣楽

しい」「小さい￣大きい」「むずかし￣やさしい」「軽

い＿重い」「嫌いな￣好きな」であった｡これは，

サッカ部経験学生が一般学生よりもサッカーを，より

面白い，明るい，楽しい，好きなスポーツと捉えてお

り，また一方では，大きい，重いスポーツであり，む

ずかしいものと感じていることを示している。

さらに，サッカー経験の豊富なサッカー部男子と他

の３群を比較してみると，「みにくい￣美しい」「硬

い＿軟らかい」「低い－高い」「恐ろしい_平気な」の

スケールに有意差が見られた｡これは，サッカー部男

子がサッカーを，より美しい，軟らかい，高いもので

あり，平気なものと捉えていることを示す。

また，サッカー部女子と他の３群とを比較してみる

と，「女らしい￣男らしい」のスケールに有意差が見

られた。これは，サッカー部女子がサッカーを男子特

有のスポーツとするのではなく，より身近なスポーツ

と考えているためと思われる。

（２）因子分析によるサッカーのイメージ

大学生のサッカーに対するイメージがどのような因

子から構成されているか（情緒的意味体系）を知るた

めに，調査対象者全員のデータを主因子法により因子

分析した。その結果，固有値1.000以上で２因子が抽

出された。この２因子の分散が抽出された因子の全分

散に占める割合を求めたところ2)，78.1％であり，ほ

ぼ満足のできるものであった｡そこで，この２因子に

NormalVarimax法により直交回転を施した。因子の

解釈および命名は，因子負荷量が絶対値で0.4以上の

スケールを取り上げ，それらの内容を中心に行った

（この基準は以下の因子分析においても同じ)。表３

は因子負荷量が0.4以上のスケールの回転後の因子負

荷量を示したものである。

第，因子は，「嫌いな￣好きな」「退屈な￣面白い」

「苦しい￣楽しい」「暗い￣明るい」「みにくい￣美し
※α＜0.05

－１９－

スケ
ール

節男子と
部女子

邸男子と
－９Q男子 1M1群 鶏群 鼈群 －鮫目子

一価女子

１ 豪 衆

２ ※

３ 宗

４ 宗 豪 泉 涙

５ ※ ※ 豪

８

７ 豪 豪 ※

８

９ ※ ※

1０ ※ ※ 栄 豪 ※

1１ ※ ※ ※

1２ ※. 宗 磯 ※

1３ ※ 媒 銀 豪 ※

1４

1５ ※ ※ ※ 宗 蜜

1６ ※ ※ ※ ※

1７ ※ ※

1８ 豪 宗 ※

1９ 娘 豪 豪

2０ ※ ※ ※ ※

21 ※ ※ ※ 豪

2２ ※ ※ 系 ※
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苛量（回転後）

E一口
学生全体の因子負荷表３ Ｆ１（快的・評価因子）

【
Ｆ２（力動・評価因子

ヨ

ｍ
ｌ
Ｕ
ｎ
－
Ｕ
【
Ⅱ
Ⅱ

し
８
頂
。

０
０
０

Ｊ
Ｊ
１

因子得点の平均とTurkey法による
多重比較の検定結果

'

表５

い」に高い因子負荷量が見られた。因子寄与率は

54.9％と非常に高い値を示した。これらは，面白さや

楽しさ，好意といった快の感情を表すとともに，サッ

カーに対する評価的な内容をも含むため，「快的・評

価]」因子と命名された。

第２因子は，「弱々しい_たくましい」「女らしい－

男らしい」「鈍感な－機敏な」「暗い－明るい」に高い

負荷量が見られた。これらは，サッカーのダイナミッ

クな動きや速さを表すとともに肌評価的な内容をも含

むため，「力動・評価」因子と命名された。

以上のことから，大学生のサッカーの情緒的意味体

系（因子構造）は，「快的」因子と「力動」因子から

成り，その両者に「評価」因子が結び付いた構造と

なっていることが明らかとなった。

次に，性差およびサッカー経験差がそれぞれの因子

にどのような影響を与えるか見るために，調査対象者

の因子得点をもとに性差（２）×経験差（２）の２要因

分散分析を行った。表４はその結果である。

さらに，分散分析結果の主効果および交互作用の内

容を詳しく分析するために，事後検定としてTurkey

法により，４群を多重比較した。表５はその検定結果

を示したものであり，図２，図３は４群の因子別の因

子得点の平均を図示したものである。

第１因子の「快的・評価」因子では，全ての経験差

の組合せにおいて有意差が認められた。このことによ

①
｜
②
｜
③
｜
④

目
一
け

③と④０

※ａ＜０．０５

り，サッカー部経験者は一般学生よりもサッカーを，

より快的なものとし，より高い評価を与えていること

が分かる。

また，第２因子の「力動・評価」因子において，’性

差，経験差，交互作用共に有意差が認められたが，こ

れは一般学生女子と他の３群との差であった。このこ

とは，一般学生女子のサッカー経験の浅さと性差によ

る運動能力の違いなどに起因し，サッカーをよりダイ

ナミックでスピーディーなポールゲームと捉らえ，

かっこ良いと感じているものと考えられる。これらの

分析結果からも分かるように性差および経験差により，

サッカーの情緒的意味体系（因子構造）に違いが見ら

れると思われる。そのため，４群それぞれに因子分析

－２０－

項目 Ｆ１ ＦＩＩ

2２ 駐いな－好一きな 784 .２１１

４ 退屈な－面白い ､７８１ .２６３

1３ 苦しい－楽しい ､６８５ ● 143

1０ 暗い－明るい ､４５２ ､４０７

７ みにくい一美しい ､４４３ ､２５３

1９ 弱々しい－たくましい 168 .６６９

1５ 女らしい－男らしい －．００７ ､６４９

1７ 鈍感な－機敏な ､１３９ ､５９７

５ かっこ悪い－かっこ良い 3９１ ､５５８

1４ 遅い一連い ､２２４ ､５４８

固有値 ４．８３６ ２．０４６

因子寄与率（％） 5４．９ 2３．２

累積寄与率（％） 5４．９ 7８．１

Ｆ１ ＦＩＩ

①サッカー部男子 0．５８ －０．１４

②サッカー部女子 ０．４５ －０．０６

③一般学生男子 -０．２９ -０．１５

④一般学生女子 －０．３２ 0．２５

①と②の差

①と③の差 ※

①と④の差 ※ ※

②と③の差 ※

②と④の差 ※ ※

③と④の差 ※



辻，中桐，宮村：大学生のサッカーに対するイメージについて

Osgoodらの指摘する「力量性」因子に相当する。そ

こで，「力量」因子と命名された。第３因子は，「硬

い_軟らかい」「みにくい－美しい」「短い_長い」

「黒い－白い」に高い負荷量が見られた。これらは，

サッカーの連続的で流れるような軟らかいフォームと

その美しさを表していると思われるため，「華麗」因

子と命名された。

表６サッカー部男子の因子負荷量（回転後）
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図２快的・評価因子の性差と

経験差の交互作用
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表７はサッカー部女子の因子分析結果である。第１

因子は，「退屈な－面白い」「嫌いな－好きな」「苦し

い－楽しい」「静かな－激しい」に高い負荷量が見ら

れた。これらはサッカーに対する快の感情を表してお

り，「快的」因子と命名された。第２因子は，「弱々し

い－たくましい」「女らしい－男らしい」「むずかし

い－やさしい」「鈍感な－機敏な」に高い負荷量が見

れた。これらは，サッカーのダイナミックな動きや複

雑さを表しており，「力動」因子と命名された。第３

因子は，「遅い－速し！』「みにくい_美しい」「かっこ

悪い_かっこ良い」「恐ろしい-平気な」「黒い_白

い」「退屈な－面白い」に高い負荷量が見られた。こ

れらの内容は，サッカーのスピーディーな動きに対し

て，美しいとか，かっこ良いと感じており，「評価」

因子と命名された。

表８は一般学生男子の因子分析結果である。第１因

子は「嫌いな－好きな」「退屈な_面白い」「苦しい_

男子女子

図３力動・評価因子の性差と

経験差の交互作用

を試みた。

表６はサッカー部男子の因子分析結果である。表６はサッカー部男子の因子分析結果である。第１

因子は，「女らしい一男らしい」「遅い－速い」「暗

い_明るい」「かっこ悪い_かっこ良い」「苦しい－楽

しい」「弱々しい_たくましい」「狭い_広い」「みに

くい_美しい」に高い負荷量が見られ，因子寄与率も

58.1％と非常に高かった。これらの内容は，元来，男

性的なスポーツとされていたサッカーが持つ，ダイナ

ミックな動きや速さを表現し，また，評価的な意味も

含まれており「力動・評価」因子と命名された。第２

因子は，「小さい－大きい」「軽い－重い」「低い－高

い」に高い負荷量が見られた。これらは，サッカーと

いうスポーツが持つ空間の大きさや重さなどを表し，

－２１－

項 目 Ｆ１ ＦＵ ＦⅢ

1５ 女らしい－男らしい ● 805 ､２７３ -．０４０

1４ 遅い一連い 6１１ 1８１ ､２９７

1０ 暗い－明るぃ ､５９０ 2２６ ､２７９

５ かっこ悪い－かっこ良い 533 ､０５９ ､２４９

1３ 著しい－楽しい ､５４２ ● 1４５ ､２８８

1９ 弱々しい－たくましい ● 4９１ ､３３５ ､２３２

９ 狭い－広ぃ 4９０ ､３２５ ､３３１

1６ 小さい－大きい 353 ､７１１ ､２１２

2１ 軽い－重い ● 129 683 －．１５０

1２ 低い一斉い ､２０３ 4３８ ､３７５

1１ 硬い－ｑｋらかい ● 1４７ ､0８１ ､５８０

７ みにくい一美しい 448 ● 015 ､５０９

６ 短い－長い 145 ､059 ､４８９

２ 瓜い－白ぃ －．084 -.000 ● 488

固有値 6.785 1.9?９ 1.013

因子寄与率（％） 58.1 1７．０ ８．７

累積寄与率（％） 5８．１ 7５．１ 8３．８
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団子負荷量（回転後）

Lil
表しているが，その基底にはサッカーの持つダイナ

ミックな動きを内包していると思われ，「力動」因子

と命名された。第３因子は，「硬い－軟らかい」「黒

い_白い」「軽い_重い」に高い負荷量が見られた。

これらは，ポールの硬さや色，および重さを表すもの

と考えられ，かならずしも妥当とは言えないが，「重

硬」因子と命名された。

表９は一般学生女子の因子分析結果である。第１因

子は，「嫌いな－好きな」「退屈な－面白い」「かっこ

悪い_かっこ良い」「みにくい－美しい」「苦しい－楽

しい」に高い負荷量がみられた。これらは，サッカー

に対する快の感情を表すとともにＬ評価的な意味も含

まれるため，「快的・評価」因子と命名された。第２

因子は,Ｔ弱々しい－たくましい」「女らしい－男らし

い」「鈍感な－機敏なむ「小さい－大きい」「暗い_明

るい」「遅い－速い」に高い負荷量が見られた。これ

らの内容は，サッカーのダイナミックな動きや機敏ざ

を表し，「力動」因子と命名された。

大学生全体と４群の因子分析結果を一覧表にしたの

が表10である。４群にほぼ共通に見られる因子は，

「快的」「評価」「力動」因子であった。サッカー経験

の浅い一般学生男女やサッカー部女子では卜快的」因

子が中心となって抽出された。しかし，サッカー部男

子では，「快的」因子に相当するスケールの評定平均

値や，表５の「決的･評価」因子の因子得点が高いに

もかかわらず因子としては抽出されず，「力動・評価」

表９一般学生女子の因子負荷量（回転後）

表７ サッカー部女子の因

Ⅲ
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０
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口

［
楽しい」「かっこ悪い－かっこ良い」「みにくい_美し

い」「暗い－明るい」に高い負荷量が見られた。これ

らは快の感情を表すとともに，評価的意味も含むため，

「快的・評価」因子と命名された。第２因子は，「遅

い_速い」「鈍感な－機敏な」に高い負荷量が見られ

た。これらの内容は，直接的にはスピードや機敏さを

表８一般学生男子の因子負荷量（回転後）
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０
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１
５
２
１
０
０
３
３
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８
８
７
４
４
４
１
１
０
１
０
３
４
４
４
４

４

Ｆ
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項目 Ｆ１ ＦＩＩ Ｆ、

４ 退屈な－団白い ● 7９１ ● 0５１ ● 425

2２ 戦いな－好きな ● 747 ● 235 ● 201

1３ 苦しい－楽しい ● 694 ､０４１ ● 176

３ 静かな－激しい ､４１５ ､３７０ －．００１

1９ 弱々しい－たくましい ● 1９７ ● 7１８ ● 162

1５ 女らしい と＿ 男らしい ● 0９１ ● 5８２ ､００１

2０ むずかしい－やさしい ￣ 068 －．５５２ ● 124

1７ 鈍感な－機敏な ● 1４４ ● 5４９ ､３０２

1４ 迎い一連 い ● 140 ､３０２ ● 578

７ みにくい一美しい ､２００ ● 0７１ ● 558

５ かっこ悪い－かっこ良い ● 380 ● 227 ､５１１

1８ 恐ろしい－平気な ● 216 －．１７２ ● 442

２ nＫい－白い ● 1０１ －．１９８ ､４２６

固有値 ５．１２２ 2.243 1．０９９

因子寄与率（％） 5２．２ 2２．９ 1１．２

累積寄与率（％） 5２．２ 7５．１ 8６．３

項目 Ｆ１ Ｆ、 Ｆ、

2２ 樋いな－好き，な ､８５９ ､１０７ ● 017

４ 退屈な－面白い ● 829 、１９３ ￣

● 029

1３ 苦しい－楽しい ０７１５ ､０２０ ● 060

５ かっこ思い－かっこ良い ● 4９８ ● 3５２ ､１７４

７ みにくい一美しい ノ．４９５ ● 1３３ ､３２３

1０ 崎い－明るい ● 4３７ ● 2Ｍ ● 240

1４ 遅い－速い ● 1３９ ● 7６２ －．０６４

1７ 鈍感な－機敏な ● １６４ ● 7１８ ● 028

1１ 硬い－軟らかい ● 050 -．０２８ ､５５０

２ 黒い－白い ● 1６７ ､０７７ ､５０３

2１ 軽い一重い －．００８ －．０９３ －．４９４

固有値 ４．３２５ ２．５６５ １．１７８

因子寄与率（％） 4４．２ 2６．２ 1２．０

累積寄与率（％） 4４．２ 7０．４ 8２．４

項目 Ｆ１ Ｆ、

2２ 姫いな－好きな ● 805 ､１６７

４ 退屈な－面白い ､７５５ ､０６５

５ かっこ悪い－かっこ良い ､５６９ 3４３

７ みにくい－美しい ､５３５ ､１７６

1３ 苦しい－豪しい ､４７４ ､０６４

1９ 弱々しい－たくましい 250 ､６５９

1５ 女らしい－男らしい ､1２９ ､５９９

1７ 鈍感な－機敏な ､１２７ ､５４６

1６ 小さい－大きい ､０９１ ､４６８

1０ 暗い－噸るい ● 348 ● ４１５

1４ 遅い－速い ､１５２ ､４０５

固有値 ４．１Ｍ 2．１８４

因子寄与率（％） 4５．１ 2３．９

累積寄与率（％） 4５．１ 6９．０
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'よ一般学生よりも，サッカーをより面白い，明るい，

楽しい，好きなスポーツと捉えており，一方では，大

きい，重いスポーツであり，むずかしいものと感じて

いた。サッカー部男子は他の３群よりもサッカーを，

より美しい，軟らかい，高いものであり，平気なもの

と捉えていた。また，サッカー部女子は他の３群より

も，サッカーの男らしさの認識度が低かった。

（３）大学生のサッカーの情緒的意味体系を因子分析

した結果，「快的・評価」因子と「力動・評価」因子

が抽出された。

（４）因子得点をもとに分散分析した結果，サッカー

部経験者は一般学生よりもサッカーを，より,快的なも

のとし，より高い評価を与えていた。また，一般学生

女子は，サッカー経験の浅さと性差による運動能力の

違いなどに起因し，サッカーをよりダイナミックでス

ピーディナなポールゲームと捉え，かっこ良いと感じ

ていた。

（５）４群を因子分析した結果，サッカー部男子では

「力動・評価」因子，サッカー部女子では「決的」因

子，一般学生男子では「快的・評価」因子，一般学生

女子では「快的・評価」因子が中心となって抽出され

た。

以上の調査結果より，大学生のサッカーのイメージ

は，性差および経験差により，違いが見られたが，そ

の違いは`性差よりも経験差によるところが大きく，ま

た，経験差は`情緒的意味体系にも強く影響を与えてい

ると考えられる。

表１０因子名の一覧表

快的・評価 力動・評価

サッカー部男子 力動・評価

サッカー部女子

一般学生男子 快的・評価

因子が中心となって抽出された。これは，サッカー部

男子が各自の現状のサッカー技術に甘んじるのではな

く，より高次の技術を修得することを目標とし，その

ことに高い価値を見い出していることを示唆するもの

である。すなわち，より高次の`快的感情を得るには，

より高次の技術を修得する必要がありい，そのことが

サッカーの情緒的意味体系に影響を与えたものと考え

られる。

なお，今回使用したスケールは，表２からも明らか

なように，「短い_長い」「痛い－痛くない」「遅い－

速い」のスケールを除く19のスケールにおいて何らか

の有意差が見られた。このことから，これらの22のス

ケールはサッカーに対するイメージの差異を見るには

ほぼ妥当であると考えられるが，今後さらに，サッ

カーのイメージをより明確に把握できるスケールの作

製が必要であると考えられる。
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資料幼児における手の操作能力と運動能力の関係
松浦範子*，迫登美代**，野原弘嗣…

（平成元年10月４日受付）

AStudyontheRelationshipbetweenFundamentalMotorAbilityandManualDexterity

ofChildrenaged45to６．５

ＮｏｒｉｋｏＭＡＴＳＵＵＲＡ*，ＴｏｍｉｙｏＳＡＫＯ*＊ａｎｄ，ＨｉｒｏｓｈｉＮＯＨＡＲＡ*＊＊

Abstract

Inordertoinvestigatetherelationshipbetweenmanualdexterityandfundamentalmotorabilityofchildren，

physique（standingheightandbodyweight),fundamentalmotorability（standinglongjump,２５，．ash,softball

throwandtimeddipping）andmanualdexterity（``soybean，，ｔａｓｋ：transferingtwentypiecesofsoybeanfromleft

(orright）platetoright（ｏｒleft）ｐlate,ａｎｄ“scissors，，ｔａｓｋ：cuttingasheetofpaperbyusingapairofscissors

withtracingtothestraightandcurvedlinesprinted）wereexaminedThesubjectswereninetyfourboysand

eightyfourgirls,ａｇｅｄｆｒｏｍ４５ｔｏ６５ｙｅａｒｓ・

Resultswereasfollows：

ｌ）Inviewpointofrelativeincreasei、everyhalfyearfrom45to65yearsofage,thefundamentalmotor

abilityand“soybean”taskofboysandgirlsmostdevelopeｄａｔｔｈｅａｇｅｏｆｆｉｖｅｙｅａｒｓ，while‘`scissors,，ｔａｓｋｄｉｄ

ｎｏｔ、

２）Thefundamentalmotorabilityofchildrenwhosescoreof“soybean，，taskwasaboveaveragetendedtobe

alsoaboveaverage

３）Thecorrelationcoefficientsbetweenmanualdexterityandfundamentalmotorabilityweregenerallylow

withnosignificance，butthecorrelationcoefficientsbetween‘`soybean’,taskand25mdashwererelatively

hi9h．

４）Sincethecorrelationcoefficientsbetween“scissors，，ｔａｓｋａｎｄ“soybean，，taskatthewholeagegroups

weregenerallylow,theseskillsmaybelongtodifferenttypesofmanualdexterity．

達を効果的に促進させるための至適時期の面からも，

幼児期においては神経機能の発達促進が重視されるべ

きである。

幼児を対象とした運動能力や運動技能の発達に関す

る研究には，運動能力の発達を量的に追求したも

の2｣2１，運動能力や技能の構造や影響を与える要因か

ら追求したものL414｣5.2L23)，技能の発達についてモー

ターパターンなど動作の変化の過程から追求したも

の'6，'7)，技能の成就度から質的に追求したも

1．緒論

スキャモンの発育曲線からよく知られているように，

神経系の組織は他の臓器の発育に先行した発育型を示

す２４)とともに，神経系の機能の発達も他の機能よりも

早期に現れる9)。幼児の運動の練習効果についての実

験から，敏捷`性や巧ち性の種目については練習効果が

大きかったが筋力的な種目では効果が少なかったとい

う勝部たち５１の報告にもあるように，身体諸機能の発

＊神戸女子大学（KobeWomen，sUniversity,Higashisuma-Aoyama,Sumaku,Kobe,Japan）

＊＊京都市立一橋小学校（IkkyoPrimarySchooLHonmachiDori,Higashiyama-ku,Kyoto,Japan）

＊＊＊京都教育大学（KyotoUniversityofEducation,FukakusaFujinomori-cho,FushimikuKyoto,Japan）

－２５－
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の１０｣lj5J819231，量的発達と質的発達の相互関係につい

て追求したもの，)などが報告されてきた｡

幼児の体格と運動能力との関係について，宮司た

ち'9)は４－５歳の幼児についての測定から身長はパ

ワーが関与する運動種目とに関連性があったが，巧ち

性の種目には関連性がなかったと報告し,また，幼児

においては体格の大きさよりも生活経験や運動経験の

影響力が大きく，豊かな経験をもたせることが重要で

あるとの指摘７１や幼児の調整力向上のための運動とし

ては子どもの興味を重視すべきであるという指摘別，

さらに，松井たち１３１は調整力向上のための運動の練習

効果の実験から，活発な遊戯形式の運動はその遊戯の

運動形式が練習効果を判定するために実施した調整カ

テストの運動形式に似ていなくても練習効果が大きく

現れたことを報告している。以上からも，調整力向上

のための運動として，遊戯は重要な教材であるといえ

る。幼児の教育は幼児の遊びの中からうまれ，この時

期における遊戯や体育遊びは幼児の心身両面の発達に

おいてきわめて大切である。しかし，近年，子どもが

おかれている遊びの環境は望ましいものばかりでなく，

高田たち221は生活と運動に関する調査結果からテレビ

や室内遊びが子どもをひきつけており外遊びについて

親と子どもの意識が一致していないなど，環境が子供

の遊びを抑制する方向に働いている現実をふまえて，

今後の方策が考えられるべきであることを指摘してい

る。

また，手の操作能力などの小筋活動をふくむ調整力

や基礎的運動能力および全身の調乢整力と手の操作能力

との関係について実施された研究としては岸本と馬

場10｣1１，松浦151，高田23)などが報告されている。しか

し全身運動の調整力に関する研究に比べると手の操作

能力についての研究は少ない。

そこで，本研究では幼児期における手の操作能力と

体格および基礎的運動能力との関係について４歳から

６歳の幼児を対象に測定を行い，これらの相互関係に

ついて検討した。

Ⅱ、研究方法

（１）標本

本研究で用いられた標本は，４歳後半から６歳前半

の男，女児で２つの公立幼稚園の園児を対象とした。

対象園児は測定時の月齢から４歳後群（56～61月)，

５歳前群（62～67月)，５歳後群（68～73月)，６歳前

群（74-80月）の４年齢群に区分された。男女別，年

齢別の対象児数（全ての項目について測定された人

数）は表１に示されたとおりであり，男児94名，女児

84名の合計178名であった。

（２）測定実施期間

1988年11月から12月初旬。

（３）測定項目および測定方法

a）体格：身長，体重

b）基礎的運動能力テストの項目

○２５ｍ走：２５ｍの走タイムを手動ストップウオッチ

を用いて測定した。

○立ち幅とび：地面と同じ高さの砂場に向かって立

ち幅とびをさせた。２回測定し，記録のよい方を資料

として採用した。

○ソフトボール投げ：ソフトボール教育１号を用い

て，制限ラインから落下地点までの距離をメートル単

位で測定した。２回投球させて，記録のよい方を資料

として採用した。

○体支持持続時間：被験者が立って，腕を体に添っ

て下げたときの肘の高さにほぼ相当する高さの机２個

を肩幅に置き，足が床から離れてから，失敗するまで

表１男女別，年齢別測定数

E罐…蔓

－２６－

４歳後群 5歳前群 5歳後群 6歳前群 合計

男児 2２ 2８ 1４ 3０ 9４

女児 3０ 1７ 2０ 1７ 別
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の時間を秒単位で測定した。

c）手の器用さのテストの項目

○大豆つまみ：右手のテストでは，左の、の大豆２０

粒を１粒ずつ右の皿につまんで入れさせる（左手のテ

ストではこの逆)。２０粒を移し終わるまでの時間を秒

単位で測定した。左右の手について２回ずつ測定し，

記録のよい方を資料として採用した。

○ハサミの操作：Ｂ６版の大きさの画用紙にプリン

トした直線と曲線の図柄（図１）を，日常使用してい

るハサミを使用して切らせた。その際，所要時間は測

定しなかった。切り跡を次の３段階に照らして評価し

た。

Ａ：直線，曲線ともきれいに切れている｡

（１点）

Ｂ：直線（あるいは曲線）がきれいに切れている。

（２点）

ｃ：どちらも，きれいに切れていない。

（３点）

別の平均値，標準偏差，変動係数を表２に示した。

１．体格の発育状態

本研究の対象幼児の体格の発育状態をみるために，

年齢別男女別平均値に併せて全国の標準的な統計値と

して東京都立大学身体性研編集の標準値25)および学校

保健統計値20)をプロットし図２に示した。図２にみら

れるように，本研究で対象とした男女児の身長体重の

平均値は全国的な統計値よりも僅かに低い位置にあっ

た。

２．基礎的運動能力および手の器用さの発達

１）基礎的運動能力の測定結果

体格の発育状態の把握と同様に，本研究対象児の

25ｍ走，立ち幅とびぅソフトボール投げ，体支持持続

時間の年齢別の平均値に併せて東京都立大学身体適性

研編集の標準値251をプロットし図３に示した。図３に

みられるように，これら４項目における本研究対象児

の能力は概ね標準的な範囲内に|こあるとみることがで

きるが，立ち幅とびの成績は標準値よりもやや低く，

体支持持続時間については低年齢群では低く，高年齢

群では高いことがみられたが，表２にみられるように

測定値の変動係数が大きいことから両者の優劣は明ら

かではない。

松浦１５１は幼児のポールハンドリング技能における発

達の個人差を変動係数から考察し，4.0～5.0歳におい

て技能に質的な変化が生じることを推察している。本

研究について表２に示した変動係数からみると，２５ｍ

走は個人差が比較的小さい種目であり，立ち幅とびで

は５歳前群以降で個人差が小さくなり，ポール投げで

は５歳後群でも個人差が大きい。また，大豆つまみで

は女児よりも男児のほうが個人差が大きい傾向がみら

れた。しかし，ここに現れた変動係数の変化と年齢と

の関係については被験児童数が十分に多くなかったた

めか，明確な傾向を確認することはできなかった。

２）手の器用さの測定結果

ａ）大豆つまみ

表２にみられるように，大豆つまみの結果は男女と

も，どの年齢群においても右手のほうが左手よりもす

ぐれており，４歳後群の男鈩女児および５歳前群女児

については統計的にも有意な差がみられた。手につ

図１ハサミの操作のテストに用いた課題カード。

原寸は（縦10ｃｍ×横15ｃｍ）

Ⅲ、結果および考察

体格（身長，体重)，基礎的運動能力テストおよび

手の器用さのテストの測定結果について男女別，年齢

－２７－
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男女別，年齢群別の平均値，標準偏差，変動係数表２

立ちとび

（｡■）

大豆つ虫み(右）

（秒）

大豆つまみ(左）

（）

体重身長

(kg）(｡■）

２２

1１５ ▲
▲

本研究：男児｡〃女児。
１１０

学校保健統計:男児ロ,女児■
1８

都立大学逼標錨値:男児△,女児▲
1０５

5.0 ５－０６．０ ６．０鱗 戯）

身長、体重の発育水準図２

ポール投げ ２５Ｍ定立ち相とび 体支持持綻時間
(sｅｃ

ｇ５

に■） (sec）(■）

１１０

８
６
４

８
７
０

7ｓ

ｇｏ

５５

７０

３ｓ

６０７０〈局〕⑧０７０《届〕 ８０７０《■〕００７０（局》

図３基礎的運動能力の発達水準本研究:洲。，女兇・都立大学網棚鉤：男児。，女児。

2８

４歳抜群
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５歳鱒群
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5曲技群
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男

女
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3.7
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3.7

116.0

113.3

6.05

5.25

5.2

4.6

体重

(hg）

男

女

１７．９

16.8

2.65

2.16

１４．８

12.9

18.7

17.3

2.65

2.67

Ｍ､２

15.4
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立ち幅とび
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男

女

86.2
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20.弱

19.26
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男
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(秒）

男．

女

30.7
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6.Ｍ
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松浦，迫野原：幼児における手の操作能力と運動能力の関係

立ち幅とびポール投げ２５Ｍ定大豆つまみ（左右の平均）ハサミの操作

（
訳
）
畳
屋
聾

０
０

４
２

０

訳
）
畳
鋼
黛
凌
辱

群
群
群
群

鮒
鰍
鮒
飾

●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
５
６

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

男児:｡女児:。

ＡＢＣＤＡＢＣＤＡＢＣＤＡＢＣＤＡＢＣＤ

図４各項目の相対発達率と増加率相対発達率（兇）は各項目について、４趣後群の平均値を100とした指数(それぞれ．
Ｂ/A,Ｃ/A，、/A）として示されている。増加率（兇）は相対発逢率の年齢群闘の増加
量（それぞれＢ－ＡＣ－Ｂ，Ｄ－Ｃ）である。

いては右手を利き手とする者が多いことは調査結果かともなう増加率を算出し図４に示した。なお，体支持

らも明らかであるが３１，この成績は手のラテラリティ持続時間については測定値の変動が他の項目に比較し

を反映しているものと思われる。て著し〈大きかったので図から削除してある。

ｂ）ハサミの操作上段に描かれた年齢群間の増加率の経過から明らか

ハサミの操作の測定は印刷された直線と曲線の図柄なように〆増加率のピークはハサミの操作を除くすべ

を線にそって切る課題について，そのできばえを評価ての項目において，５歳後群のところにあり，５歳前

したものであるから，他の測定項目が量的に評価して半から５歳後半にわたる期間にもっとも大きな発達が

いるのとは異なり課題の達成度をスコアとして質的にみられた。宮司たち'８１および勝部6)は３歳児から６歳

とらえたものである。ハサミ操作の成績では女児のほ児までを対象に24種目の運動技能の成就率を観察した

うが優れていた。岸本と馬場'0J''は鉛筆で線を引いた結果から，各種の運動技能は５歳児で大きく伸びるこ

り，細路をなぞったり，ハサミを使う技能の発達は５と，運動能力の発達の視点からいえば５歳児は４歳児

歳児でとくに顕著であると報告している。本研究の側よりも６歳児に近いことを指摘している。また，金と

定結果ではハサミ操作の成績の加齢にともなう経過は，松浦，'は走，跳投の技能の動作パターンの観察から

他の項目の発達経過に比較するとかなり不安定なもの質的発達と量的発達には関連が深いことを指摘してい

であったが，男児については６歳前半から，女児につる。本研究における半年ごとに区切られた年齢群間の

いては５歳前半あるいは５歳後半からハサミをかなり増加率からみた運動能力や手の器用さは量的側面から

上手に操作できるようになると推察できる。発達経過をみたものであったが，発達のピーク年齢は

３）基礎的運動能力および手の器用さの発達先行研究の結果と一致するものであった。

各測定項目について加齢にともなう相対的な発達のしかし，幼児の運動技能の発達については質的と量

様相を見るために，４歳後群の平均値に対するそれ以的の両面から観察するのが妥当であるという指摘，)は

降の年齢群の相対発達率，および相対発達率の加齢に今後の研究において重視しなければならない。

－２９－
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大豆つまみ（右，左の平均）から分けた上位群と下位群の平均値，標準偏差表３
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に■）

７２９１７１７８８９２０９２１０００３８０１１４５１８４６

６６２２１００６８２１２３４９０６９３３９８０１１５１

３６１１７４３０７４５００９７５０１５１

３６１５０３３０５０４６１３６５１１１４

７２０６１６５０３５６５０３６８１０４３

７８０９９７５０９２６８００６８４０５２

３６８１９４２６２２４６４８７９７１７４４７３５５３８６体支持持舷時間

（秒） ５４８２２２３７０５３４４６

１８０８９１３０６７ハサミ梹作

（点） ２５０８４1４０８８２００９０１８０６５

註 個人の右手と左手の平均値をもとに各群
の分類基準値とした。

もって優れている種目はない，一方，上位群が有意差

をもって優れている項目は男児と女児の５歳前群，女

児の５歳後群，女児の６歳前群における立ち幅とび，

女児の５歳前群および男児の５歳後群のポール投げ，

女児の４歳後群と女児の５歳前群における25ｍ走など

である。手指の敏速な能力に優れている幼児は全身の

基礎的運動能力の発達においても優れている傾向がう

かがわれた。

手指の動作でもハサミの操作については，女児の４

歳後群では大豆つまみの上位群が優り，男児の５歳後

群では大豆つまみ下位群が優っており，全年齢群にわ

たって一定した傾向はみられなかった。ハサミ操作の

手の器用さと基礎的運動能力の相互関係Ⅲ．

手の器用さの指標として大豆つまみ（左，右の手に

よる記録の平均を個人値とした）をとりあげ，各年齢

群ごとの平均値を算出し，平均値以上の者を上位群，

平均値以下の者を下位群として分類した。上・下両群

の平均値と標準偏差は表３のとおりであった。また，

図５は上位群の指数を各項目について示したもので，

下位群を100として表してある。表３および図５から

以下のことがみられる。身長，体重などの体格面では

すべての年齢において両群に差はなかった。基礎的

運動能力の項目つについてみると，下位群が有意差を
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大豆つまみ（右・左の平均）の成績から分けた上・下位群の比較。

各項目について、男女児とも、それぞれ４歳後群の平均値を100とし
として示されている。図中の＊印は上位群と下位群の平均値の差の有
ついての検定結果で．＊は５％水準，＊＊は１％水準を表している。

図５

児とも、それぞれ４歳後群の平均値を100とした指数
図中の＊印は上位群と下位群の平均値の差の有意性に
＊は５％水準，＊＊は１％水準を表している。

う指摘7)もある。今回の結果からは日常の生活経験や

遊びの豊かさとの関連について言及することはできな

いが，大豆つまみの成績から区分した上位群と下位群

の比較から，身長，体重などの体格的な発育では差が

ないと考えてよい。しかし，大豆つまみの上位群が基

礎的運動能力の発達も高いという傾向がうかがわれ，

手と全身の機能的な発達が共通して優れていたことを

表すものと考えられる。

手の器用さと体格や運動能力の各項目との相互関係

評価には「敏速に」という要素は反映されなかったの

で，「遅いけれどねばり強く，上手に」切り遂げる者

が少なくないことを示唆する結果であった。

幼児の調整力を生活環境との関係に視点をおいて実

施した調査231では，活動的な遊びでは男児の成就率が

高く，手を使う遊びや生活技能では女児の成就率が高

いことが報告されている。その理由として遊びや生活

の中での経験の頻度があげられている。同様に，運動

の能力や技能の発達には日常の経験が重要であるとい

－３１－
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有意水準＊：５％，＊＊：１％表４手の操作課題と各項目との相関係数
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について考察するためのもうひとつの試みとして，大

豆つまみ（右・左の平均）およびハサミの操作と各項

目との間の相関係数を算出し，表４に示した。

大豆つまみおよびハサミの操作と基礎的運動能力の

各項目との相関係数は，多くの項目で高いものではな

かった。しかし，大豆つまみは４歳後群女児について

は月齢と，男児の５歳後群については体重と，男児の

全年齢群および女児の４歳後群，５歳前群については

25ｍ走と，女児の５歳前群については立ち幅とびおよ

びポール投げとの間にそれぞれ有意な相関がみられた。

これらのなかで大豆つまみと25ｍ走とに多くの年齢群

で相関係数に有意性が認められたことについては小筋

と大筋という相違はあるが，敏捷動作を反復するとい

う共通性があるためと解釈できる。ハサミの操作につ

いては女児の４歳後群の25ｍ走，男児の５歳後群の

ボール投げとに有意な相関がみられたにすぎず，全体

としては各項目とは低い相関であった。

ハサミの操作と大豆つまみとの相関は４歳後群女児

（r＝0.42）および５歳後群男児（r＝0.65）の他は

r＝0.1-0.2程度であり積極的な関連性が少なかった。

このことは大豆つまみとハサミの操作は異なった性質

に属する巧ち性であることを示唆するものであると考

えられる。

Ⅳ。要約

幼児の基礎的な運動能力の発達と手の操作能力の発

達の関係について検討するために，年齢が４歳後半か

ら６歳前半の男児94名，女児84名，合計178名を対象

とした体格計測（身長，体重)，基礎的運動能力テス

ト（立ち幅とび，ソフトボール投げ，２５ｍ走，体支持

持続時間）および手の操作テスト（大豆つまみ，ハサ

ミの操作）を実施した。これらの項目間の相互関係に

ついて検討した結果，以下の結論が得られた。

１．男児のハサミの操作の結果を除外すると基礎的運

動能力および手の操作能力の発達経過において，５歳

児の発達が最も顕著であった。

２．大豆つまみ（右針左の平均）の成績から上位と下

位の２群に分けて，各測定項目を比較した結果，上位

－３２－
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群は多くの項目で下位群を上回り，立ち幅とび（男５

歳前群，女５歳前～６歳前群)，ポール投げ（女５歳

前群，男５歳後群)，２５ｍ走（女４歳後群，女５歳前

群）では統計的な有意差がみられた。

３．大豆つまみの成績と基礎的運動能力テストの各項

目との相関は全般としては低いものであったが，２５，

走（男全年齢群，女４歳後群，女５歳前群)，体支持

持続時間（女４歳後群)，立ち幅とび（女５歳前群）

との間には有意な相関がみられた。

４．ハサミの操作の成績と基礎的運動能力テスト各項

目との相関は一般に低くかつた。

５．大豆つまみとハサミの操作の成績の相関は，全体

としては低く，両者の技能要素は互いに独立したもの

であることが示唆された。
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資料
女子長距離ランナーの等速性脚筋力に

関する研究（第１報）

原田明正*，伊東輝雄**，藤田信之…，寺田光世…＊

（平成元年10月４日受付）

StudyontheIsokineticMuscularStrengthofPelvicLimb

inFemaleLongDistanceRunners(TheFirstReport）

AkimasaHarada*，TeruoIto**，NobuyukiFujita…andMitsuyoTerada…＊

Abstract

Theexcellentl2femaleand20malelongdistancerunnersvolunteeredforthesubjecttodetermineaweak

pointofisokineticmuscularstrengthofpelviclimbinfemales,usingCybexⅡ＋atthespeedsofboth60。/secand

l80o/secTheanalysesweremadeonthepeaktorque(PT),theangleatwhichPTappears,andflexion/extension

ratioofPTinhip,kneeandanklejointsrespectivelyTheresultsweresummarizedasfollows：（１）PTperkgof

bodyweightinthefemalerunnerwasfoundtobelowerinhipandkneeflexionsofboth60o/secandl80o/secex

ercisesaswellashipandkneeextensionsofl80o/sec､(2)Inboth60o/secandl80o/secextensionsthereweresig

nificantdifferencesbetweenmaleandfemalemthekneeangleatwhichPTappears.（３）Thefemalerunners

showedlowerF/Eratiothanmaleinkneeflexionandextensionofboth60o/secandl80o/secexercises

になると思われる。男子の成績に対する女子のそれの

比率（％）を女子比と呼ぶことにすると，握力や背筋

力の一般成人における女子比は約60％であるとされ

る5,6)。しかし股関節，膝関節及び足関節などの伸展

力や屈伸力の女子比は，明らかにされていない。寺

田'8)らは，少年と成人における等速性脚筋力の比較か

ら，少年は成人に比べて股，膝，足の伸展及び屈曲が

一律に劣るのではなく，特に股関節伸展力と膝関節屈

曲力が劣ることを報告し，少年にはこのようなウィー

ク・ポイントあるいは筋力的弱点があることを示唆し

た。本研究の目的は，同様の観点から，女子長距離ラ

ンナーの等速性脚筋力について，男子長距離ランナー

のそれとの比較から，女子に共通するウィーク・ポイ

ントを検索することである。

緒言

長距離選手は呼吸循環系を中心とする有酸素的持久

能力に加えて，速く走るための，いわゆるスピード能

力が要求される。そのため長距離選手においても脚筋

の無酸素的パワーの養成が競技力向上のための共通の

課題になりつつある６これに関していくらかの研究が

なされているがL，』5,1`･'7)，筆者らもこれに着目し，す

でに男子長距離選手の等速性脚筋力の特徴について報

告した5.6)。しかし，女子長距離選手に焦点をしぼっ

た研究としては，これまでに少ないようである。

女子長距離選手の脚筋力を強化するためには，まず

男子との比較から，女子に共通して弱いところ，すな

わちウイーク・ポイントを探ることが１つの手掛かり

＊平安女学院短期大学（SaintAgnesJuniorCollege）

＊＊京都産業大学（KyotoSangyoUniversity）

＊＊＊株式会社ワコール（WacoalCorporation）

＊＊＊＊京都教育大学（KyotoUniversityofEducation）
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手として活躍する学生18名と社会人２名で，各人のプ

ロフィールはＴａｂＩｅ２に示すとおりである。

1脚筋力の測定にはサイベックスⅡ＋（京都地域医療

学際研究所）を用いた。測定部位は，股，膝及び足の

三関節で，それぞれTestCodeNol5'１，３に規定

された方法に従って，伸展運動（E）並びに屈曲運動

（Ｆ）をさせた。測定時の姿勢と運動域としては，股

では，仰臥位から大腿の90.屈伸，膝では座位から90．

屈伸，足では伏臥位で90.底背屈である。

テストに用いた運動速度は，60./seｃと180゜/seｃの

２種類で，それぞれ５回の試技を行わせ，その平均を

求めた。

研究対象及び方法

女子の対象には，社会人選手として第一線で活躍す

る長距離選手12名をあてた。被験者の年令，身長，体

重，3000Ｍ走の自己最高記録はＴａｂｌｅｌに示すとおり

である。このうち２名（１Ｍ,ＫＣ）はマラソンでも

活躍している。男子の対象としては，同じく長距離選

TablelProfileoffemalesubjects

BestRecord

Name AgeHeightWeight
3000m Marathon
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０
５
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０
０
０
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RiS
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TajimaY

結果

ピークトルク（PT，単位Ｎｍ）に関する成績を

TabIe3とFig.１に示した。表中には男子のＰＴ値に

対する女子のそれの比率（△％，女子比）と体重当た

りＰＴ値をもって算出した女子比（△％inperkg，体

重当たり女子比）をあわせて掲げた。女子はすべての

関節運動において，男子より低いＰＴ値を示した。女

子比は，６０．/seｃ運動では56.9～77.9の範囲に，

9′３６”０

１７”７２

22.2159.9

３．０９

468

2.85

Average
SD

Table2Profileofmalesubjects

BestRecord

ＮａｍｅＡｇｅ HeightWeight
5000ｍ
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Torque60。/sec/k９（Nm） Torque180.sec/k９（Ｎｍ）

０１２３４０１２３４

[豆

Fig.１．ＰｅａｋｔｏｒｑｕｅｐｅｒｂｏｄｙｗｅｉｇｔｉｎｍａＩｅａｎd
femaledistancerunners

180./sec運動では51.1～92.1の範囲にあった。また，

体重当たり女子比は,60./sec運動では70.1-96.0の

範囲に，そして180゜/sec運動では63.2～112.0の範囲

にあった。女子のＰＴ値は，体重当たりにしてみても，

男子に比べ60./sec運動では，股関節屈曲及び膝関節

屈曲の２運動において，また180゜/sec運動では股関節

の伸屈及び膝関節の伸屈の４運動において有意に低い

ことが認められた。

Table４Angleatpeaktorque

Angle8(degree）
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でも男子より低い数値となったが，今のところ筋断面

積を除いた他の要因について，女子が筋力発揮に対し

て特に不利と考えられるような証拠はないように思わ

れる。したがって本成績中の女子の低いＰＴ値は男子

より筋断面積が小さいことによるものであろうと推察

される。さらに，ＰＴ値の体重当たり女子比について

も，180゜/sec運動の背屈を除いては，すべて男子より

低くなったが，この理由としては，女子では男子より

皮下脂肪が多く7)これが体重の中に含まれるためであ

ろうと考えられる。しかし，体重当たり女子比のうち，

60゜/Sec及び180./sec運動ともに股屈曲と膝屈曲の２

運動についてはＦ/Ｅratioでも示されたとおり，他の

運動に比べて特別に小さい比率が示された。この理由

としては，(1)日々のトレーニング内容に関する男女の

相違，(2)ピッチ走法，ストライド走法などの走法'4)に

関する男女の相違，(3)解剖学的，生理学的又は遺伝学

的な男女の相違，などを上げることが可能であるが，

これについては今後引き続いて検討する必要がある。

寺田ら'8)は，小学６年生男子の等速性脚筋力を大学生

及び社会人からなる運動選手のそれと比較して，小学

生が特に劣る運動として，股関節の伸展運動と屈曲運

動及び膝関節の屈曲運動をあげ，少年では，これらの

運動に係わる筋肉の相対的な未発達があることを報告

している。本研究の対象は女子長距離ランナーである

が，脚筋力のうちでの低筋力部位としては，小学６年

生のものと類似していると思われる。

次にＰＴ出現角についてみると，女子は膝伸展時に

は男子に比べて，膝の曲がりの浅い時点でＰＴが出現

することが認められた。すなわち，これは女子が

60./sec運動では，男子に比べて約0.185秒，180./seｃ

運動では0.069秒遅れてＰＴに達していることを示し

ている。このような差異の生じた理由としては不明で

あり，今後，検討しなければならない。

ＰＴの出現角度に関する成績はＴａｂＩｅ４に示す通り

である。60./sec運動と180゜/sec時の膝の伸展時にお

いて，それぞれ11.1゜，12.5゜と男女間に有意な差が認

められた。しかし鈩それ以外については若干の差異は

みられたが有意差は認められなかった。

伸展ＰＴ値に対する屈曲ＰＴ値の比率（F/Ｅratio）

はＴａｂＩｅ５に示す。女子のＦ/Ｅratioは，60./seｃと

180./sec運動ともに，股運動では男子に比べて差が認

められなかったが，膝に関してはＦ/Ｅratioが小さい

ことが認められた。また，足関節に関しては，女子は

F/Ｅratioが大になる傾向があったが，このうち

180./sec運動においては有意な差が認められた。

考察

以上の成績から，長距離ランナーの等速性脚筋力に

関して，(1)女子は男子に比べて特に股関節屈曲と膝関

節屈曲の筋力が他関節のそれより相対的に劣ること，

(2)60゜/seｃより180./sec，すなわち速い運動では股関

節伸展と膝関節伸展でも相対的に劣るようになること，

(3)膝伸展時ＰＴ出現角度と膝のＦ/Ｅratioにそれぞれ

有意な性差があること，などが示唆された。

まず，本研究の対象者についてみると，女子は

3000ｍベスト記録が平均９分36秒Ｏであり，男子は

5000ｍのそれが平均14分29秒３であって，競技力とし

ては男女ともに国内では比較的上位にランクされるも

のである。また，被験者のローレル指数では女子が平

均114.5,男子が平均114.4で，体格的にも近似してい

る。これらの成績から，本研究における女子長距離ラ

ンナーの対照としての男子長距離ランナーの選定は一

応妥当なものであったと考えられる。

骨格筋の断面積当たりの最大筋力には性差が認めら

れないが2.10)，数値それ自体には大きな個人差8)及びト

レーニングによる増大の可能性のあることs)が認めら

れている。随意的な最大筋力の大きさに影響する要因

には，筋肉の側面として，その筋の断面積2Ｊ3１，線維

組成'2Ｊ，)，筋線維の走行方向'1)，テコ比'1)などが考え

られ，そのほかに神経系の活動状態いが考えられる。

本成績では，女子のＰＴ値に関し，いずれの関節運動

総括

競技力の比較的高い成人の女子長距離ランナーにつ

いて等速性脚筋力と肌そのウィーク・ポイントを検索

するため，サイベックスⅡ＋を用い，股，膝，足の三
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関節について，伸展力，屈曲力を，それぞれ60゜/sec，

180./secの速度で測定した。この成績からピークトル

ク値（PT)，ＰＴ出現角度（PTA)，及び伸展ＰＴ値に

対する屈曲ＰＴ値の比（F/Ｅratio）について取り上げ，

男子長距離ランナーのそれらと比較し，次のような結

果を得た。

(1)女子長距離ランナーの等速性脚筋力のピークトル

ク（PT）は，すべての運動において男子より劣り，

体重当たりＰＴ値においても，６０．/sec運動時では

股関節屈曲と膝関節屈曲の２運動が，また180./sec運

動時では股と膝の伸展・屈曲の４運動が，それぞれ男

子に比べて有意に低いことが認められた。

(2)女子長距離ランナーの等速性脚筋力のＰＴ値のう

ち，男子のそれに比べて最も劣る運動は膝関節屈曲運

動で，次に股関節屈曲運動であり，この２運動が女子

長距離ランナーにみられる主なウイーク・ポイントで

あると考えられた。

(3)ＰＴ出現角度としては，膝伸展運動時に有意な男

女差が認められたが，その他の運動では男女差は認め

られなかった。

(4)伸展ＰＴ値に対する屈曲ＰＴ値の比率は，膝運動

については女子が男子より小さくなることが認められ

た。しかし，足運動では，180゜/sec運動に限って，女

子の方が男子より大きくなることが認められた。
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